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ご利用ください、移動図書館
7月は福岡県同和問題啓発強調月間
国保についてのお知らせ
65歳以上の皆さんの介護保険料

　八女市で 3 台目となる移動図書館「ほんの森 ぶっくるん」
号のお披露目式が 6 月9日㈯、八女市働く女性の家（八女
市立図書館立花分館）でありました。式典では、みつとも保
育園の園児たちがマーチングや歌で花を添えました。ぶっく
るん号は1500 冊の本を乗せて、主に立花・旧八女地区で

運行します。鮮やかなオレンジ色の車体に本を持つかわい
い十二支のキャラクターが描かれています。市内には「ゆ
めみらい号」（黒木、上陽、矢部地区）と「ぶっくらんど号」

（星野地区）がすでに運行しています。市内全域でのサービ
スが広がった移動図書館をどうぞご利用ください。

初めまして。「ほんの森 ぶっくるん」号です

黒木・上
陽・矢部

地区 星野地
区は

「ゆめみらい
号」が 「ぶっくら

んど号」が

運行しています
運行しています

 



巡回場所 めやすの時間 巡回予定日
きらきら 10:50 ～ 11:10 7/3、8/7、10/9、11/6、12/4、

1/8、2/5、3/5
※火曜日

筑南小学校 13:05 ～ 13:50
たちばな森の里 14:10 ～ 14:50

筑南学童保育所 15:10 ～ 15:50 7/5、8/9、10/11、11/8、12/6、
1/10、2/7、3/7 ※木曜日

グループホームけやき 14:10 ～ 14:50
7/6、8/10、10/12、11/9、
12/7、1/11、2/8、3/8
※金曜日

白百合幼稚園 10:30 ～ 11:10
7/10、8/14、10/16、11/13、
12/11、1/15、2/12、3/12　
※火曜日

みつとも保育園 10:30 ～ 11:10 7/11、8/15、10/17、11/14、
12/12、1/16、2/13、3/13　
※水曜日八幡小学校 13:05 ～ 13:50

いずんじま 9:30 ～ 10:10 7/12、8/16、10/18、11/15、
12/13、1/17、2/14 ㈭、3/14
※木曜日西公民館 10:30 ～ 11:10

ケアハウス八女 10:30 ～ 11:10 7/13、8/17、10/19、11/16、
12/14、1/18、2/15、3/15　
※金曜日グループホームゆらり館 14:10 ～ 14:50

伍福会 14:10 ～ 14:50
7/17、8/21、9/25、10/23、
11/20、12/18、1/22、2/19、
3/19　※火曜日

東公民館 10:30 ～ 11:10
7/18 ㈬、8/22 ㈬、9/26 ㈬、
10/26 ㈮、11/30 ㈮、12/21 ㈮、
1/25 ㈮、2/22 ㈮、3/22 ㈮

多機能ホームしみず 13:05 ～ 13:50
7/18、8/22、9/26、10/24、
11/21、12/19、1/23、2/20、
3/20　※水曜日

菜の花の丘 10:30 ～ 11:10 7/19、8/23、9/27、10/25、
11/22、12/20、1/24、2/21、
3/28　※木曜日立花学童保育所 15:30 ～ 16:10

かつき苑 15:10 ～ 15:50
7/20、8/24、9/28、10/26、
11/30、12/21、1/25、2/22、
3/22　※金曜日

ご
利
用
く
だ
さ
い
、移
動
図
書
館

市
内
全
域
で
移
動
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す

ほんの森ぶっくるん号 （旧八女・立花地区）

黄色い車体はミカンの産地立花
町をイメージして、本を持つ十二
支のキャラクターは子どもからお
年寄りまですべての方にご利用
いただきたいとの思いでデザイン
しました。本を読むきっかけにし
ていただけたらうれしいです。

今までは山間地を主に移動図書
館を運行していましたが、このた
び全市域にて運行することになり
ました。キャラクターである干支
が運ぶ幸せの移動図書館となる
ように、知識の玉手箱として活用
していただきたいです。

ぶ
っ
く
る
ん
号
の
お
披
露
目
式
典
に
は
関
係
者
を
含
め
市
民
約
70
人
が
集

ま
り
運
行
を
祝
い
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
車
体
に
十
二
支
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、「
か
わ
い
い
」
と
喜
び
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
車
の
運
転
が
で
き
ず
図
書
館
ま
で
な
か
な
か
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
人
も
お
り
、
と
て
も
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

る
人
も
い
ま
し
た
。
移
動
図
書
館
は
市
内
各
地
を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
運

行
し
ま
す
。
あ
な
た
の
お
近
く
に
来
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
知
識
の
玉
手
箱
と
し
て

活
用
を
」

「
す
べ
て
の
方
に
親
し
み

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
」

 

橋
本 

吉
史 

教
育
長

ペ
ド
ロ
山
下
さ
ん

（
八
女
市
出
身
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
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上陽（巡回場所）めやすの時間 巡回予定日

三川ＪＡ駐車場 12:10 ～ 12:45 7/10、8/14、10/9、
11/13、12/11、1/8、
2/12、3/12　
※火曜日地域福祉センター 14:05 ～ 14:20

矢部（巡回場所） めやすの時間 巡回予定日

ゆいのもり 10:30 ～ 11:10

7/13、8/24、10/19、
11/16、12/14、1/18、
2/15、3/8
※金曜日

巡回場所 めやすの時間 巡回予定日

上
郷
地
区

桁山 ( 小波自動車前 ) 10:10～10:25

毎月
第１水曜日

（9 月は特別
整理期間の
ため中止）

仁田坂 ( 茶工場前 ) 10:30～10:40
樋下 10:45～10:55
尾払 ( 二田製茶前 ) 11:05～11:15
三坂 ( 星の自然の家 ) 11:25～11:55
滝の脇 ( 公民館 ) 12:05～12:30
仁田原 ( 郵便局前 ) 12:40～12:55

星
野
地
区

星寿園 10:10～10:40
毎月
第 2 水曜日

（9 月は特別
整理期間の
ため中止）

千々谷 ( 展示館・江良製茶前） 11:35～11:55
合原 12:00～12:15
山口医院 12:20～12:35
寄 ( 森林組合前） 13:30～13:50 
本星野( 共同製茶工場・源太窯前） 13:55～14:10

椋
谷
地
区

広内 ( 山口緑茶園） 10:10～10:25

毎月
第 3 水曜日

（9 月は特別
整理期間の
ため中止）

一木 ( 一木橋） 10:30～10:40
さくらんぼ住宅 10:45～11:00
合瀬（田中建設前） 11:05～11:15
堅木 ( 三叉路） 11:20～11:30
椋谷 11:35～11:50
鹿里 11:55～12:10
耳納高原病院 12:20～12:50

小
野
地
区

長尾 ( 高木茶園前）  10:10～10:30 

毎月
第 4 水曜日

（9 月は特別
整理期間の
ため中止）

縫尾（ロードパーク） 10:45～11:10
光延団地 11:15～11:25
黒木谷（原口製茶前） 11:30～11:45
小原（防火用水横） 11:50～12:05
土穴 12:10～12:20
長尾（浄源寺） 12:25～12:40
そよかぜ 13:30～14:00

（星野地区）走るゆめのぶっくらんど号
黒木（巡回場所） めやすの時間 巡回予定日

笠原えがおの森 15:10 ～ 15:50
7/4、8/15、10/10、
11/7、12/5、1/9、2/6、
2/27　※水曜日

犬山みきやスト
アー 15:10 ～ 15:50

7 /5、8 /16、10 /11、
11/8、12/6、1/10、2/7、
2/28　※木曜日

串毛コミュニティ
センター 14:10 ～ 14:50 7/7、8/18、10/13、

11/10、12/8、1/12、
2/9、3/2　※土曜日上田代公民館 15:10 ～ 15:50

吉書場団地 14:10 ～ 14:50 7/14、8/25、9/22、
10/20、11/17、12/15、
1/19、2/16、3/9　
※土曜日無田公民館 15:10 ～ 15:50

大淵基幹集落セン
ター 10:30 ～ 11:10

7/19、8/30、9/27、
10/25、11/22、12/20、
1/24、2/21、3/14
※木曜日

げんき館おおぶち 14:10 ～ 14:50 7 / 2 1、9 / 1、9 / 2 9 、
10/27、11/24、12/22、
1/26、2/23、3/16　
※土曜日

豊岡コミュニティ
センター 15:10 ～ 15:50

ゆめみらい号（黒木・上陽・矢部地区）

平成 30 年度の、一般の方もご利用できる移動図書
館の巡回場所を紹介しています。蔵書点検または
悪天候の場合はお休みすることがあります。
移動図書館に関するお問い合わせは、それぞれの
地域の本館・分館へどうぞ。

　八女市立図書館
八女本館（八女文化会館隣）　　　 ☎ 22・2504
黒木分館（黒木開発センター内）　  ☎ 42・0400

立花分館（働く女性の家内）          ☎ 37・1522

上陽分館（上陽公民館内）             ☎ 54・3131

矢部分館（矢部基幹集落センター内）☎ 47・2258

星野分館（星野地域活性化施設内）☎52・3120

本の「ブック」と「来る」を合せて「ほんの森ぶっ
くるん」と、ぱっと思い浮かび応募しました。
私自身図書関係の仕事をしていて、日頃から
子どもたちへの読み聞かせをしたり、いろん
な方が本に親しんでいただけるお手伝いをし
ています。ぶっくるん号を利用して、たくさ
ん本を読んでいただきたいです。

「ぶっくるん号を利用
してたくさんの本を」
山田 美里さん

（ぶっくるん採用者）
※お披露目式で、山田さん
に記念品としてペドロ山下
さんの原画が贈られました。

広報八女 2018.7.13
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部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
と
は
、
日
本

の
歴
史
的
発
展
の
過
程
で
形
作
ら
れ
た
身

分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
国

民
の
一
部
の
人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、

社
会
的
、
文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強
い

ら
れ
、
日
常
生
活
の
上
で
様
々
な
差
別
を

受
け
る
な
ど
、
我
が
国
固
有
の
重
大
な
人

権
問
題
で
す
。

　
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
こ

と
を
認
め
、「
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
る
」
と
の
認
識
の
も
と
に
、
部

落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
目
的
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
相
談

体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
、
教
育
・
啓

発
を
行
う
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
私

た
ち
の
生
活
は
大
変
便
利
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
は
、
偏
見
に
基
づ
い
た
差
別
を
助
長
す

る
書
き
込
み
な
ど
、
誤
っ
た
情
報
が
氾
濫

し
て
い
ま
す
。
ま
た
不
当
な
身
元
調
査
な

ど
に
よ
っ
て
、
同
和
地
区
出
身
で
あ
る
、

関
係
が
あ
る
と
み
な
し
て
、
就
職
す
る
時

に
不
利
な
扱
い
を
受
け
た
り
、
結
婚
の
際

に
周
囲
か
ら
反
対
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
問

題
が
現
在
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
部
落
差
別
に
つ
い
て
、「
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
い
つ
か
は
解
決
す
る
」、「
わ
ざ
わ
ざ

教
え
る
か
ら
な
く
な
ら
な
い
」、
と
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
い

う
考
え
方
も
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
八

女
市
で
も
、平
成
28
年
3
月
に
行
っ
た「
人

権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
（
左
上

表
）」
で
、
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
施
策
と
し
て
、お
よ
そ
34
％
の
人
が
「
わ

ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
な
い
で
、
そ
っ
と
し
て

お
く
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
し
か
し
本
当
に
そ
れ
で
解
決
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
正
し
く
学
ば
な
け
れ

ば
、
将
来
、
部
落
差
別
に
関
す
る
誤
っ
た

情
報
に
触
れ
た
時
に
、
そ
れ
を
信
じ
て
し

ま
い
、
差
別
意
識
を
持
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
人
権
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
人
権

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
団
体
や
企
業
が
開
催
す
る

人
権
研
修
会
に
、
講
師
派
遣
等
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
八
女
会
場
】

講
演
「
部
落
差
別
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
」

◦
日
時
＝
7
月
10
日
㈫
19
時
30
分
～
21
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
西
南
女
学
院
大
学
教
授 

新し
ん
や谷
恭や
す
あ
き明

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

部
落
差
別
解
消
推
進
法

人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

　

平
成
28
年
12
月
に
部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
7
月
は
福
岡
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
部
落
差
別
解
消
の

た
め
に
、
八
女
市
や
県
内
各
地
で
、
講
演
会
や
街
頭
啓
発
な
ど
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

ど
の
よ
う
な
法
律
で
す
か
？

Ｑ

　
 
ど
う
し
て
今
こ
の
法
律
が

　
　
作
ら
れ
た
の
で
す
か
？

Ｑ

か
け
が
え
の
な
い
命
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

  

部
落
差
別
っ
て
？

Ｑ

人
権
セ
ミ
ナ
ー
八
女
２
０
１
８

（
7
月
実
施
の
講
座
）

学
び
の
機
会
を
生
か
し
ま
し
ょ
う

同和問題に関する教育で正しい知識を教える
わざわざ取り上げないで、そっとしておく方がよい

住民対象の研修会やセミナー等、啓発活動に力を入れる
よく分からない

悪質な差別の規制や、差別被害者の救済のための法律や制度を作る
同和問題解決に向けた事業に積極的に取り組む

同和問題は基本的に解決しているので、何も取り組まなくてよい
無回答

0 10 20 4030 50 60

51.6％
34.7％

15.2％
13.3％

3.7％
8.0％

11.2％
13.0％

人権問題に関する市民意識調査より_問：同和問題を解決するために重要だと思う施策や取り組み（全体）
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【
矢
部
会
場
】

講
演
「
熊
本
地
震
に
学
ぶ
」

◦
日
時
＝
7
月
24
日
㈫
19
時
～
20
時
30
分

◦
会
場
＝
矢
部
公
民
館

◦
講
師
＝
熊
本
学
園
大
学 

教
授 

和わ

だ田 

要か
な
め

⃝

八
女･

矢
部
会
場
共
通
＝
参
加
費
無

料
。
託
児
あ
り
（
要
事
前
申
込
み
）。
手

話
通
訳
あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
権・同
和
教
育
課
（
☎

２
３・２
０
７
４
）

　
７
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に

あ
わ
せ
、
講
演
会
や
、
街
頭
啓
発
を
行
い

ま
す
。

◦
上
映
作
品
＝
「
彼
ら
が
本
気
で
編
む
と
き

は
、」

◦
日
時
＝
7
月
7
日
㈯
13
時
30
分
（
12

時
30
分
開
場
）

◦
場
所
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

◦
あ
ら
す
じ
＝
優
し
さ
に
満
ち
た
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
女
性
リ
ン
コ（
生
田
斗
真
）

と
彼
女
の
心
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
、
す
べ

て
を
受
け
入
れ
る
恋
人
の
マ
キ
オ
（
桐
谷

健
太
）。そ
ん
な
カ
ッ
プ
ル
の
前
に
現
れ
た
、

愛
を
知
ら
な
い
孤
独
な
少
女
ト
モ
（
柿
原

り
ん
か
）。本
当
の
家
族
で
は
な
い
け
れ
ど
、

３
人
で
過
ご
す
特
別
な
日
々
は
、
幸
せ
に

満
ち
た
す
ば
ら
し
い
時
間
だ
っ
た
・
・
・
。

　
桜
の
季
節
に
出
会
っ
た
３
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
幸
せ
を
見
つ
け
る
ま
で
の
心
温
ま

る
60
日
。

◦
講
演
＝
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高

座
～
笑
顔
で
暮
ら
す 

願
い
に
生
き
る
～
」

◦
日
時
＝
7
月
21
日
㈯
14
時
（
13
時
開
場
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
露つ
ゆ

の
新し
ん
じ治

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
権・同
和
政
策
課
（
☎

２
３・１
４
９
０
）

～７月は福岡県同和問題啓発強調月間です～

７
月
２
日
㈪

地  域 啓発場所 時  間
矢部 石川内バス停   7:30 ～
星野 星野支所前   7:30 ～

立花 道の駅たちばな 11:00 ～

八女

べんがら村 11:00 ～
ゆめタウン八女店
トライアル八女店
マルキョウ八女店
マックスバリュ本村店
Aコープ八女店

17:00 ～

黒木 アスタラビスタ黒木店
Aコープくろき店 17:00 ～

上陽 上陽支所前 17:00 ～

 

市
内
の
同
和
問
題
啓
発
強
調

 

月
間
の
取
り
組
み

福岡県人権擁護委員連合会長
から表彰

映
画
会

お
笑
い
人
権
高
座

⃝問い合わせ＝
人権・同和政策課（☎２３・１４９０）

７月２日に街頭啓発を行います
下記の時間帯・場所で行いますので
ご協力をお願いします。

人権・同和政策課からのお知らせ

部落差別のない社会を実現するために、平成 28 年 12 月、部落差別解消推進法が施行されました。

彼らが
本気で
編むときは、

ⓒ 2017「彼らが本気で
編むときは、」製作委員会

　人権擁護委員の秀
しゅうとくしょうご

徳正吾さん（右）
と古

ふるかわせいじ

川正二さんに、5 月25日付けで、
福岡県人権擁護委員連合会長から表
彰状が送られました。お二人は長年
にわたって人権思想の普及や人権擁
護活動に尽力されています。
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国
保
税
は
、
世
帯
分
を
世
帯
主

が
納
付
し
ま
す
。
税
額
は
、
世
帯

の
国
保
加
入
者
そ
れ
ぞ
れ
の
「
医

療
分
（
医
療
費
に
充
て
る
部
分
）」

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
を
支
援
す
る

分
。
以
下
、
支
援
分
）」
の
所
得

割
お
よ
び
均
等
割
、
平
等
割
の
合

計
に
な
り
ま
す
。
40
歳
か
ら
64
歳

の
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
、
こ

れ
に
「
介
護
分
（
介
護
保
険
の
部

分
）」
が
加
わ
り
ま
す
（
税
率
表

参
照
）。
今
回
の
納
税
通
知
書
は

平
成
30
年
度
の
税
額
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
、
7
月
か
ら
3
月

ま
で
の
9
期
（
年
金
か
ら
徴
収
す

る
「
特
別
徴
収
」
の
世
帯
は
６
期
）

に
分
け
て
の
納
付
に
な
り
ま
す
。

　
4
月
か
ら
7
月
初
旬
ま
で
に
社

保
加
入
や
離
脱
な
ど
の
届
出
を
し

た
世
帯
は
、
変
更
を
行
っ
た
あ
と

の
税
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
降
は
そ
の
都
度
、
ま
た
窓
口
で

計
算
で
き
な
い
分
は
、
届
出
を
し

た
月
の
翌
月
以
降
に
変
更
後
の
税

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
年
度
途

中
で
75
歳
に
な
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
誕
生
日
の
前
月
ま
で

で
計
算
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
は
加
入
し
た
月
（
実
際

に
転
入
や
会
社
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
日
を
含
む
月
）
か
ら
計
算

し
、
月
割
り
で
課
税
し
ま
す
。
届

出
が
遅
れ
た
ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
と
、

国
保
税
は
年
金
か
ら
徴
収
す
る

「
特
別
徴
収
」
に
な
り
ま
す
。

① 

４
月
１
日
時
点
で
、
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、
世
帯

の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
～
74

歳
で
あ
る
。

② 

国
保
世
帯
主
が
年
額
18
万
円

以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
。

③ 

国
保
世
帯
主
が
介
護
保
険
料

の
特
別
徴
収
対
象
者
で
、
そ
の
介

護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

の
合
計
額
が
、
年
金
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
。

　
今
年
度
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る

世
帯
は
、
第
１
～
３
期
分
を
普
通

徴
収
で
、第
４
～
９
期
分
を
10
月
、

12
月
、
２
月
の
年
金
か
ら
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
す
で
に
特
別
徴
収
の
世
帯
は
、

平
成
30
年
２
月
の
年
金
か
ら
の
徴

収
額
と
同
額
を
「
仮
徴
収
」
と
し

て
４・６・８
月
（
※
）
に
年
金
か

ら
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
決
定
し
た
年
税
額
か
ら
仮

徴
収
分
を
差
引
い
た
額
を
、「
本

徴
収
」
と
し
て
10
・
12
・
２
月
の

３
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
今
年
度
の
仮
徴
収
額
と
本
徴

収
額
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
場
合

は
、
８
月
以
降
の
徴
収
額
を
調
整

し
ま
す
。

　
申
請
に
よ
り
納
付
方
法
を
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
国
保
税
の
滞
納
が
な
い

世
帯
で
口
座
振
替
の
登
録
が
さ
れ

て
い
る
世
帯
の
み
で
す
。

　
前
年
度
の
世
帯
の
所
得
が
基
準

額
以
下
の
場
合
、
そ
の
基
準
に
応

じ
て
国
保
税
の
均
等
割
と
平
等
割

を
７
割
、５
割
、２
割
軽
減
し
ま
す
。

　
倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど

で
離
職
し
た
人
の
給
与
所
得
を

30
％
と
み
な
し
て
国
保
税
を
計
算

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
の
う
え
、
該
当
す
る
場
合

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
発
行
し
た
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
と
印
鑑

を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
保
税
の
一
部
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
免
は
、

そ
の
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添

え
た
申
請
が
必
要
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る

詳
細
は
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た

は
各
支
所
国
保
担
当
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医療分 後期支援分 介護分（40 ～ 64歳の人）

所得割 （平成29年中の総所得額等
　　　　－33万円）×8.2％

（平成29年中の総所得額等
　　　　－33万円）×2.7％

（平成29年中の総所得額等
　　　　－33万円）×2.3％

均等割 被保険者１人当たり　24,000円 被保険者１人当たり　7,300円 被保険者１人当たり　9,000円 

平等割 １世帯当たり　24,000円 １世帯当たり　7,000円 １世帯当たり　7,000円
賦課限度額 580,000円 190,000円 160,000円

平
成
30
年
度 

国
保
税
税
率
表

※
青
字
の
部
分
が
今
回
変
更
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

◦平成 30 年度から資産割（10％）がなくなり、平等割（医療分）が 24,000 円になります。◦国保税は、医療分＋後期支援分
＋介護分（40 歳以上 65 歳未満の国保加入者）の合計になります。◦所得割、均等割は被保険者ごと、平等割は世帯ごとに
計算します。◦医療分、後期支援分、介護分を計算した税額がそれぞれの限度額を超えた場合、賦課限度額の税額になります。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
２
３・１
１
１
６
）
／
黒
木
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
（
☎
４
２・１
１
１
３
）
／
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
２
３・４
９
３
２
）

／
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
４・２
２
１
８
）
／
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
４
７・３
１
１
１
）
／
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

国
保
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

６
月
の
市
議
会
で
、
本
年
度
の
八
女
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
、
国

保
税
）の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。７
月
中
旬
ご
ろ　

国
民
健
康
保
険（
以
下
、

国
保
）
の
被
保
険
者
世
帯
に
、
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
本
年
度
は
、

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
軽
減
措
置
の
拡
大
と
賦
課
限
度
額
を
変
更
し
、
国
保

の
広
域
化
に
伴
い
、
適
正
な
国
保
運
営
に
即
し
た
税
率
に
見
直
し
ま
し
た
。

特
別
徴
収

世
帯
の
所
得
に
よ
る
軽
減

非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減

特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に

変
更
し
た
い
場
合
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「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額

適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の
「
認
定
証
」
は
、

７
月
31
日
で
有
効
期
限
を
迎
え
ま

す
。
引
き
続
き
８
月
以
降
も
「
認

定
証
」
が
必
要
な
人
は
、
８
月
中

に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
※
７
月
中
は
更
新
で
き
ま
せ

ん
）「
認
定
証
」
は
申
請
月
の
初

日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
（
こ
の

「
認
定
証
」
は
入
院
・
高
額
外
来

時
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
医
療
機

関
へ
提
示
す
る
と
ひ
と
月
の
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負
担
と

な
り
ま
す
）。
な
お
、
８
月
以
降

に
窓
口
で
交
付
す
る
「
認
定
証
」

の
有
効
期
限
は
、
平
成
31
年
７
月

31
日
ま
で
で
す
。

⃝

場
所
＝
市
民
課
国
保
年
金
係
ま

た
は
各
支
所
国
保
担
当
窓
口

⃝

持
っ
て
く
る
も
の
＝
▽
国
民
健

康
保
険
証 

▽
現
在
お
持
ち
の「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」 

▽
世
帯
主
の
認
印 

▽

個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
（
世
帯

主
お
よ
び
認
定
を
受
け
る
人
の
も

の
） 
▽
窓
口
に
お
越
し
の
人
の
身

分
証
明
書

※
非
課
税
世
帯
の
人
で
、
過
去
１

年
間
に
91
日
以
上
入
院
し
た
場

合
、
長
期
入
院
の
認
定
を
す
る
た

め
に
は
領
収
証
（
最
近
分
で
91
日

以
上
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
重
度
障
害
者
医
療
証
を
お
持
ち

の
人
で
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に

属
す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
「
認

定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
入
院

時
の
自
己
負
担
日
額
５
０
０
円
が

３
０
０
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
「
認
定
証
」
を
お
持
ち
で
な
く
、

入
院
等
の
予
定
の
あ
る
人
は
、
事

前
に
国
保
担
当
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

の
更
新
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は

除
く
）
は
、
７
月
31
日
で
受
給
者

証
の
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
７

月
中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
受
給
者

証
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
２
日
～
８
月
１
日
の
間
に

70
歳
に
な
る
人
に
は
、
交
付
式
で

高
齢
受
給
者
証
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
別
途
通
知
し
ま
す
。

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額

（
月
額
）
が
平
成
30
年
8
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
維

持
す
る
た
め
に
、
世
代
間
・
世
代
内
の
負
担
の
公
平
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。※
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、

１
か
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
（
一
部
負
担
金
）
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
制
度

適用区分 外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）

一定以上
（現役並み
所得者）

57,600 円
80,100 円＋ ( 総医療費
－ 267,000 円 ) × 1％

〈４回目以降は 44,400 円〉

一般

14,000 円
（8 月～翌年 7
月の年間上限
144,000 円）

57,600 円
〈4 回目以降は 44,400 円〉

区分Ⅱ
8,000 円

24,600 円

15,000 円区分Ⅰ

適用区分 外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）

現役並みⅢ 252,600 円＋ ( 総医療費－ 842,000 円 ) × 1％
〈４回目以降は 140,100 円〉

現役並みⅡ 167,400 円＋ ( 総医療費－ 558,000 円 ) × 1％
〈４回目以降は 93,000 円〉

現役並みⅠ 80,100 円＋ ( 総医療費－ 267,000 円 ) × 1％
〈４回目以降は 44,400 円〉

一般 18,000 円（8 月～翌年 7
月の年間上限144,000円）

57,600 円
〈4 回目以降は 44,400 円〉

区分Ⅱ 8,000 円
24,600 円
15,000 円区分Ⅰ

▼平成 30 年 7 月まで ▼平成 30 年 8 月から

※「総医療費」とは、10割負担した場合の金額です。※「４回目以降」とは、過去12か月以内に同じ世帯での高額療養費の支給が４回以上あった場合の
４回目以降の限度額です。（平成３０年４月以降は、同一県内の他市町村への転出等があっても世帯の継続性が認められる場合には、回数は通算されます）

【
平
成
30
年
８
月
か
ら
】

①
現
役
並
み
区
分
は
細
分
化
さ
れ
た
上
で
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

②
一
般
区
分
は
外
来
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の
限
度
額
適

用
認
定
証
の
交
付
は
適
用
区
分
が
「
区
分
Ⅰ
」「
区
分

Ⅱ
」
の
人
が
対
象
で
し
た
が
、今
回
の
改
正
に
よ
り
「
一

般
」と「
現
役
並
み
Ⅲ
」以
外
の
人
に
交
付
が
で
き
ま
す
。

入
院
・
外
来
で
の
高
額
な
治
療
の
際
に
は
限
度
額
適

用
認
定
証
を
申
請
く
だ
さ
い
。

（「
一
般
」
と
「
現
役
並
み
Ⅲ
」
の
人
は
保
険
証
と
高
齢

受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
計
算
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
区
分
に
つ
い
て
は
市
役

所
窓
口
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

※
月
の
１
日
か
ら
末
日
ま
で
の
受
診
に
つ
い
て
、
１
か

月
単
位
で
計
算
し
ま
す
。

※
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
保
険
が
き
か
な
い
治
療

は
対
象
外
で
す
。

認
定
証
・
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
。

認
定
証
の
更
新
は
８
月
中
に
手
続
き
が
必
要
で
す

国
保
加
入
者
で

認
定
証
な
ど
を

お
持
ち
の
人
へ



介
護
保
険
は
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
と
し
て
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
料
は
、
今
後
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
の
推
計
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。
市
の
介
護
保
険
制
度

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
保
険
料
で
す
。
保
険
料
納
付
へ
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出

さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、

前
年
の
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課

税
状
況
等
に
よ
っ
て
、
11
段
階
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
～
32

年
度
の
八
女
市
の
基
準
額
は
６
千

円
（
月
額
）
に
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
は
左
上
図
を
参
照

※
平
成
27
年
度
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
り
、
公
費
を
投
入
し

て
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
を

行
う
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、
第
１
段

階
の
人
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

▼
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天

引
き
す
る
こ
と
を
「
特
別
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。
年
金
が
年
額
18
万

円
以
上
支
払
わ
れ
て
い
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

▼
納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
納

付（
普
通
徴
収
）

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
や
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
ら

れ
た
人
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ

れ
た
人
等
は
、
市
が
送
付
す
る
納

付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
が
指
定
す
る
金
融
機
関
で

口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
と
、

翌
月
分
以
降
は
口
座
振
替
が
で
き

便
利
で
安
心
で
す
。「
保
険
料
の

納
付
書
」「
預
金
通
帳
」「
印
鑑（
通

帳
の
届
出
印
）」、
以
上
の
三
つ
を

持
っ
て
、
金
融
機
関
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
が
著
し
く
困
難
で
、
資

産
な
ど
を
活
用
し
て
も
保
険
料
を

納
付
で
き
な
い
人
は
、
納
期
ま
で

に
介
護
長
寿
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
、
減
額
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

① 

災
害
で
著
し
い
損
害
を
受
け
た

② 

主
た
る
生
計
者
の
所
得
の
激
減

③ 

生
活
保
護
法
で
定
め
る
基
準

以
下
の
収
入
で
現
に
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て

「
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
で

あ
る
」
と
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。認
定
さ
れ
な
い
人
に
も
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
申

請
受
付
は
、
介
護
長
寿
課
お
よ

び
各
支
所
の
介
護
保
険
担
当
課

で
行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
被

保
険
者
証
（
黄
色
）
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
を
窓
口

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う

な
保
険
給
付
の
制
限
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
１
年
以
上
】
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が

負
担
し
、申
請
に
よ
り
あ
と
で
保

険
給
付
分
（
９
割
～
７
割
）が
支

払
わ
れ
ま
す
。

【
１
年
６
か
月
以
上
】
保
険
給
付

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
的
に

差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

【
２
年
以
上
】
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
分
が
通
常
の
１
割
ま

た
は
２
割
か
ら
３
割
（
利
用
者
負

担
が
も
と
も
と
３
割
の
人
は
４

割
）に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
未

納
期
間
が
長
い
ほ
ど
、こ
の
期
間

も
長
く
な
り
ま
す
。

 

滞
納
額
が
大
き
く
な
る
と
、
ま

と
め
て
納
め
る
と
き
の
負
担
感
も

大
き
く
な
り
ま
す
。で
き
る
だ
け

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
介

護
認
定
係
（
☎
２
３・１
３
５
３
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

保
険
料
の
納
付
方
法

介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成30年度の
納入通知書は７月中
に送付します

65
歳
以
上
の

皆
さ
ん
の

保
険
料
は
11
段
階
、

基
準
額
は
６
千
円（
月
額
）

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な

い
こ
と
で
熱
中
症
に
な
り
ま
す
。

筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、さ
ら
に

は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状

が
現
れ
、重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
家
の
中

で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温
や
湿

度
が
高
い
た
め
に
、
体
か
ら
熱
が

逃
げ
に
く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
子
ど
も

○
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い

○
身
長
が
低
く
、地
面
に
近
い
た

め
、大
人
以
上
に
高
温
の
環
境
下

に
さ
ら
さ
れ
る

○
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と

の
ど
の
渇
き
を
忘
れ
が
ち

▼
高
齢
者

○
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
お

り
、
自
覚
が
な
い
の
に
熱
中
症
に

な
っ
て
い
る
危
険
が
あ
る

○
汗
を
か
き
に
く
く
、身
体
か
ら

熱
が
逃
げ
に
く
い

○
ト
イ
レ
が
心
配
で
水
分
を
控
え

て
し
ま
い
が
ち

【
軽
度
】め
ま
い
、立
ち
く
ら
み
、

大
量
の
発
汗
、筋
肉
痛

⇨ 
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、水
分

や
塩
分
を
補
給
す
る

【
中
等
度
】
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔

吐
、か
ら
だ
が
だ
る
い（
倦
怠
感
）

⇨ 

自
分
で
水
分
や
塩
分
が
取
れ

な
い
場
合
、す
ぐ
病
院
へ

【
重
度
】
意
識
障
害
、け
い
れ
ん
、

ふ
ら
ふ
ら
し
て
立
て
な
い
、高
体
温

⇨ 

救
急
車
を
呼
び
す
ぐ
に
病
院

へ
。首
や
わ
き
の
下
、足
の
付
け
根

を
冷
や
し
な
が
ら
救
急
車
を
待
つ

○
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、の
ど

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液

や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

○
暑
さ
を
避
け
て
く
だ
さ
い

▪
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温

度
調
節
（
室
温
28
度
、湿
度
70
％

を
越
え
な
い
）

▪
通
気
性
の
良
い
、吸
湿
・
速
乾
の

衣
類
、日
傘
や
帽
子
の
着
用

▪
保
冷
剤
、氷
、冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
に
よ
る
身
体
の
冷
却

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３
・
１
３
５

２
）▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援

係(

☎
２
３
・
１
３
０
８
）

熱
中
症
の
発
生
は

７
～
８
月
が
ピ
ー
ク

熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
、

予
防
し
ま
し
ょ
う

子
ど
も
や
高
齢
者
は
特
に
注
意
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平
成
30
年
～
32
年
度
の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た



（
注
※
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
負
担
割

合
が
１
割
の
被
保
険
者
の
み
の
世
帯

に
は
、平
成
29
年
８
月
か
ら
３
年
間

に
限
っ
て「
年
間
の
利
用
者
負
担
上

限
額
（
44
万
６
４
０
０
円
）
」の
緩

和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▽
上
限
額
の
段
階
区
分
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
月
の
初
日
に
利
用
者
の
属
す
る

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員
の
課
税
状
況

な
ど
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

▽
平
成
30
年
８
月
よ
り
、合
計
所
得

金
額
か
ら
長
期
譲
渡
所
得
ま
た
は
短

期
譲
渡
所
得
に
か
か
る
特
別
控
除
額

お
よ
び
年
金
所
得
を
の
ぞ
き
ま
す
。

▽
同
一
世
帯
の
中
に
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
が
複
数
の

場
合
は
、世
帯
合
算
が
で
き
ま
す
。

（
例
）
夫
は
介
護
保
険
施
設
に
入
所

し
、妻
は
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
中
な
ど

▽
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し

て
の
み
、市
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
支
給
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

一
度
申
請
す
る
と
、そ
れ
以
降
は
毎

月
申
請
す
る
必
要
は
な
く
、高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、指
定
口
座
へ
自
動
的
に

振
り
込
み
ま
す
。支
給
対
象
者
に
は

振
り
込
み
前
に
決
定
通
知
書
を
交

付
し
ま
す
。

段階区分 負担の上限額
現役並み所得者
◦同一世帯内に課税所得
145万円以上の人がいる場
合で世帯年収が520万円以
上（1人世帯の場合は年収
383万円以上）

【世帯】
44,400円／月

一般
◦住民税課税世帯で現役
並み所得者以外

【世帯】
44,400円／月

（右記注※の条件
に該当する場合
は緩和措置あり）

住民税非課税世帯 【世帯】
24,600円/月

◦合計所得金額と課税
年金収入額の合計が80
万円以下の人
◦住民税が世帯非課税
で老齢福祉年金を受け
ている人

【個人】
15,000円／月

◦生活保護受給者
◦利用者負担を15,000円に
減額することで、生活保護
の受給者とならない場合

【個人】
15,000円／月

【世帯】
 15,000円/月

所得段階 対　　象　　者 保険料率 保険料(年額)

第1段階 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の人／本人および世帯
全員が市民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得金額等の合計が80万円以下の人 基準額×0.45 32,400円

第2段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得金額等の合計が80万円
を超え120万円以下の人 基準額×0.70 50,400円

第3段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得金額等の合計が120万円
を超える人 基準額×0.75 54,000円

第4段階 本人は市民税非課税であるが、世帯員の中に市民税課税者がいる人で、課税年金収入金額と合
計所得金額等の合計が80万円以下の人 基準額×0.90 64,800円

第5段階
〈基準額〉

本人は市民税非課税であるが、世帯員の中に市民税課税者がいる人で、課税年金収入金額と合
計所得金額等の合計が80万円を超える人 基準額 72,000円

第6段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が120万円未満の方 基準額×1.20 86,400円

第7段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が120万円以上200万円未満の人 基準額×1.30 93,600円

第8段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が200万円以上300万円未満の人 基準額×1.50 108,000円

第9段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が300万円以上400万円未満の人 基準額×1.70 122,400円

第10段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が400万円以上600万円未満の人 基準額×1.85 133,200円

第11段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が600万円以上の人 基準額×2.00 144,000円

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
申
請

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な

い
こ
と
で
熱
中
症
に
な
り
ま
す
。

筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、さ
ら
に

は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状

が
現
れ
、重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
家
の
中

で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温
や
湿

度
が
高
い
た
め
に
、
体
か
ら
熱
が

逃
げ
に
く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
子
ど
も

○
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い

○
身
長
が
低
く
、地
面
に
近
い
た

め
、大
人
以
上
に
高
温
の
環
境
下

に
さ
ら
さ
れ
る

○
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と

の
ど
の
渇
き
を
忘
れ
が
ち

▼
高
齢
者

○
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
お

り
、
自
覚
が
な
い
の
に
熱
中
症
に

な
っ
て
い
る
危
険
が
あ
る

○
汗
を
か
き
に
く
く
、身
体
か
ら

熱
が
逃
げ
に
く
い

○
ト
イ
レ
が
心
配
で
水
分
を
控
え

て
し
ま
い
が
ち

【
軽
度
】め
ま
い
、立
ち
く
ら
み
、

大
量
の
発
汗
、筋
肉
痛

⇨ 

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、水
分

や
塩
分
を
補
給
す
る

【
中
等
度
】
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔

吐
、か
ら
だ
が
だ
る
い（
倦
怠
感
）

⇨ 

自
分
で
水
分
や
塩
分
が
取
れ

な
い
場
合
、す
ぐ
病
院
へ

【
重
度
】
意
識
障
害
、け
い
れ
ん
、

ふ
ら
ふ
ら
し
て
立
て
な
い
、高
体
温

⇨ 

救
急
車
を
呼
び
す
ぐ
に
病
院

へ
。首
や
わ
き
の
下
、足
の
付
け
根

を
冷
や
し
な
が
ら
救
急
車
を
待
つ

○
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、の
ど

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液

や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

○
暑
さ
を
避
け
て
く
だ
さ
い

▪
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温

度
調
節
（
室
温
28
度
、湿
度
70
％

を
越
え
な
い
）

▪
通
気
性
の
良
い
、吸
湿
・
速
乾
の

衣
類
、日
傘
や
帽
子
の
着
用

▪
保
冷
剤
、氷
、冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
に
よ
る
身
体
の
冷
却

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３
・
１
３
５

２
）▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援

係(

☎
２
３
・
１
３
０
８
）

申請は
お済み
ですか

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
☎
２
３・２
５
４
５
）

症
状
と
対
処
法

熱
中
症
の
予
防
方
法

１
か
月
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た

場
合
は
、
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
払
い
戻
し
が
で
き
る

の
は
、
申
請
月
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
２
年
以
内
で
す
。
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　各中学校・高校の代表者によ
る、安全・安心なまちづくりのた
めの意見、日常生活や体験で感
じたことを自由に述べる弁論大
会です。青少年の素晴らしい意
見発表を、ぜひ聴きに来てくだ
さい。

【八女地区青少年弁論大会】
◦日時＝７月15日㈰ 13 時～
◦場所＝八女文化会館
　（八女市本町 537-2）

【筑後地区青少年弁論大会】
◦日時＝７月27日㈮ 13 時～
◦場所＝大牟田文化会館小ホール
　（大牟田市不知火町 2-10-2）
◦問い合わせ＝八女保護区保護
　司会（☎ 22・3522）

「社会を明るくする運動」
をテーマとした弁論大会

町
並
み
保
存
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
八
女
福
島
、
黒
木
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
、「
伝

建
地
区
」）
で
は
、
町
並
み
の
保
存
計
画
を
定
め
、
住
民
の
方
や
各
町
づ
く

り
団
体
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
建
造
物
群
の
保
存
継
承
と
適
正
な
景
観
形

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
伝
建
地
区
内
の
現
状
変
更
行
為

を
行
う
場
合
は
、
八
女
市
文
化
的

景
観
条
例
に
基
づ
き
、
市
長
お
よ

び
教
育
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
行
為
を
計
画
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
担
当
部
署
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
工

事
等
を
行
う
場
所
が
、
伝
建
地
区

に
含
ま
れ
る
か
不
明
な
場
合
も
問

い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

建
物
（
車
庫
・
倉
庫
等
を
含
む
）

の
新
築
、
増
築
、
移
転
、
取
り
壊

し
を
す
る
場
合
。

⃝
修
繕
・
塗
替
え
な
ど
で
、
建
物

の
外
観
や
色
を
変
え
る
場
合
。

⃝

新
た
に
看
板
や
屋
外
設
備
機
器

（
エ
ア
コ
ン
室
外
機
・
テ
レ
ビ
ア
ン

テ
ナ
等
）
を
設
置
す
る
場
合
。

⃝

宅
地
の
造
成
そ
の
他
の
土
地
の

形
質
の
変
更
を
す
る
場
合
。

⃝

木
や
竹
を
伐
採
す
る
場
合
。
間

伐
や
剪
定
等
は
申
請
不
要
。

⃝

屋
根
は
、
い
ぶ
し
銀
、
黒
ま
た
は

コ
ゲ
茶
色
等
と
し
、外
壁
の
色
彩
は
、

白
、
灰
色
、
土
壁
風
の
色
等
、
歴
史

的
町
並
み
に
調
和
し
た
色
と
す
る
。

⃝

エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
や
テ
レ
ビ
の

ア
ン
テ
ナ
等
は
通
り
か
ら
見
え
な

い
場
所
に
設
置
す
る
か
、
目
隠
し

な
ど
で
目
立
た
な
い
よ
う
に
す
る

⃝

駐
車
場
の
道
路
境
界
に
は
、
塀

や
生
垣
を
設
置
す
る
。

⃝

伝
統
的
建
造
物
に
特
定
さ
れ
て

い
る
建
物
な
ど
の
取
り
壊
し
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
伝
統
的
建
造
物
の
復
原
修
理

や
、
外
観
修
景
（
新
築
・
外
観
改

修
）
に
つ
い
て
は
、
事
業
に
係
る

工
事
費
・
設
計
監
理
費
に
つ
い
て
、

補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
補

助
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
前
年

度
か
ら
の
調
査
・
図
面
の
作
成
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
伝
建
地
区
の
歴
史
や
特
徴
、
町

並
み
保
存
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
、
学
習
会
を
開
催
さ

れ
る
団
体・グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
の
も
と
へ
職
員
が
出
向
い

て
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
担
当

部
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
今
後
と
も
町
並
み
保
存
へ
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伝
建
地
区
内
の
現
状
変
更
行
為

に
つ
い
て

建
築
物
等
の
修
理
・
修
景
に
つ

い
て

許
可
基
準
の
ポ
イ
ン
ト

出
前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す

申
請
が
必
要
な
場
合

社
会
を
明
る
く
す
る

　
運
動
強
化
月
間

八女福島の町並み（東古松町）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
【
八
女
福
島

地
区
】
地
域
振
興
課
町
並
み

景
観
係
（
☎
２
４・８
１
６
４
）

【
黒
木
地
区
】
黒
木
支
所
産

業
経
済
課
商
工
観
光
係
（
☎

４
２・１
１
１
５
）

7 月1日～
31日は

　

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
～
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　
近
年
、
再
犯
者
に
よ
る
犯
罪
の

割
合
の
増
加
が
深
刻
な
脅
威
と
し

て
社
会
の
重
大
な
関
心
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
刑
法
犯
の
認
知
件
数

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
起
因
し
た
犯
罪
、

幼
い
子
ど
も
を
狙
っ
た
事
件
や
高

齢
者
を
標
的
に
し
た
詐
欺
事
件
な

ど
犯
罪
情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は

地
域
社
会
で
あ
り
、
ま
た
罪
を
犯

し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更

生
を
促
す
場
も
地
域
社
会
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
更

生
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
犯
罪
や
非
行
の
実
態

を
意
識
し
て
、
地
域
環
境
の
浄
化

に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年

の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目
で
見
守

り
つ
つ
、
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
、

明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
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平成 31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

【おみこし 】
◦期日＝７月20日㈮、21日㈯

【黒木納涼花火大会 】
◦期日＝７月22日㈰ 20 時～
◦場所＝大藤対岸
◦花火問い合わせ＝八女市商工会（☎ 42・0153）

⃝期日＝
【長尾地区 】７月11日㈬ 
【三坂・的別当地区】
　14 日㈯・15日㈰
⃝問い合わせ＝星野支所

（☎ 52・3114）

祇園祭（星野）
こっぱげ面

◦日時＝７月14 日㈯９時～
◦場所＝宇佐八幡宮・岩崎公民館
◦問い合わせ＝文化振興課文化係

（☎ 24・8163）

岩崎の子ども川まつり（八女）

祇園祭
（黒木）

花火
大会

★問い合わせ＝八女市商工会
　上陽支所（☎ 54・2851）

【旧保健センター前広場】
① 17:30 ～キッズダンス STUDIO COLOR
② 17:50 ～オープニング
③ 18:00 ～第 2 回上陽カラオケバトル
　※特別ゲスト 井上紗矢香（上陽出身）
④ 19:10 ～井上紗矢香ミニライブ
⑤ 19:40 ～童衆太鼓

期日   7 月 15 日㈰
場所  旧保健センター前広場
1. 祈願祭 10:00 ～

2. お神輿巡幸 14:30 ～

4. 納涼花火大会 20:10 ～ 21：30

3. イベント    17:30～ 20：00

雨天
順延

雨天
順延

雨天
決行

雨天
決行

須賀神社において、無病息災を祈願します。

幼児・小中学生・商工会青年部等のお神輿が北川内町
内を練り歩きます。沿道でのご声援をお願いします。
※子ども法被渡しは13時30分から上陽公民館で行います。

打上・仕掛花火等約 1000 発
※駐車場はＪＡ集荷場周辺（100 台）、北汭学園（100 台）をご利用ください

観覧場所＝旧保健センター前広場
打上時間＝ 20:10 ～ 21:30
19 時 30 分から花火終了まで大門口
柴尾線の一部および旧国鉄北川内駅
前線と堂山１線を交通規制します。

納涼花火大会

7 月のイベント

上
陽
祇
園
祭
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　旅
の終わ

りを求めて

　八女市
へ移住

消費生活
そうだん

㊸

【
事
例
】

　
「
自
然
災
害
で
壊
れ
た
箇
所
は
な
い
か
」

と
電
話
が
あ
り
、
昨
年
の
台
風
で
屋
根
が

傷
ん
で
い
る
こ
と
を
話
す
と
「
火
災
保
険

で
修
理
で
き
る
。
保
険
申
請
も
代
行
し

て
行
な
う
。
自
己
負
担
は
一
切
な
い
」
と

言
わ
れ
、
そ
の
業
者
と
契
約
を
し
た
。
そ

の
後
、
保
険
会
社
か
ら
60
万
円
の
保
険

金
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
や

は
り
工
事
は
な
じ
み
の
業
者
に
頼
ん
だ
ほ

う
が
よ
い
と
思
い
、
解
約
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
保
険
金
の
50
％
も
の
解
約
料
が

取
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
工
事
も
し

て
い
な
い
の
に
、
納
得
い
か
な
い
。

【
注
意
点
】

▼
「
火
災
保
険
が
使
え
る
」
と
い
う
誘
い

文
句
で
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
勧
誘
を
す
る

業
者
が
い
ま
す
。
見
積
書
等
で
保
険
会

社
に
申
請
を
し
ま
す
が
、
自
然
災
害
に

よ
る
住
宅
の
損
害
が
、
火
災
保
険
の
対

象
外
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
「
保
険
申
請
を
代
行
す
る
」
と
い
う
誘

い
文
句
で
勧
誘
を
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

業
者
の
目
的
は
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る

こ
と
で
す
。「
古
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
、
先

日
の
台
風
の
せ
い
に
し
て
、
保
険
金
を
請

求
し
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
、
虚
偽

の
申
請
を
出
す
業
者
も
い
ま
す
。
う
そ
の

災
害
の
多
い
季
節
で
す
！

災
害
便
乗
商
法
に
ご
注
意
を
。

理
由
に
よ
る
保
険
金
請
求
は
保
険
金
詐
欺

に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
高
い
解
約
料
を
請
求
す
る
業
者
が
い
ま

す
。
解
約
料
に
つ
い
て
は
通
常
、
契
約
書

等
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
契
約

書
を
発
行
し
な
く
て
も
、
解
約
料
を
請
求

し
て
く
る
業
者
も
い
ま
す
。

【
対
応
策
】

▪
自
然
災
害
で
住
宅
が
損
害
を
受
け
た

ら
、
ま
ず
は
自
分
で
損
害
保
険
会
社
か
代

理
店
に
連
絡
し
、
保
険
金
支
払
い
の
対
象

と
な
る
か
、
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か

等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▪
工
事
を
依
頼
す
る
際
は
複
数
の
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

▪
事
例
の
よ
う
な
電
話
勧
誘
や
訪
問
勧
誘

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、勧
誘
に
問
題
が
あ
れ
ば
、

解
約
料
を
払
う
こ
と
な
く
取
消
し
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

４
２・１
１
１
１
）

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、

市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
ご
本
人
へ
回
答
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の
▽
同
一
投
書
者
に
よ

る
同
一
趣
旨
の
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

八
女
紫
苑
句
会

名め
い
さ
つ刹
に
真ま

む向
き
そ
向む

き
の
椿
つ
ば
き

落お

つ

　
　
　
　
　
　
　
　       

牛
島
　
景
子

ハ
ミ
ン
グ
に
合あ

は
せ
老ろ
う
お
う鶯

啼な

き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　     

堤
　
多
鶴
子

春し
ゅ
ん
み
ん

眠
や
体た
い
な
い
ど
け
い

内
時
計
覚か
く
せ
い醒す

　
　
　
　
　
　
　
　      

中
川
原
篤
子

湖み
ず
う
みや

一ひ
と
り
じ

人
占
め
す
る
青あ
お

い
鷺さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　       

松
延
み
さ
と

奉ほ
う
の
う納の
旗は
た
ひ
る
が
へ
す
青あ
お
ば
か
ぜ

葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　      

井
上
ト
シ
子

柿か
き
わ
か
ば

若
葉
声こ
え
を
か
け
た
き
友と
も
の
家い
え

　
　
　
　
　
　
　
　      

田
中
サ
ト
リ

声こ
え
か
け
に
頷
う
な
ずく
人ひ
と
と
紫あ
じ
さ
い
陽
花
と

　
　
　
　
　
　
　
　      

中
島
　
正
美

あ
な
た
の 

声 

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 30.7）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

大刀洗町出身。自衛隊に6年間
勤務後、世界60か国を5年間旅
する。帰国後、祖母の家がある
黒木町本分に移住。縁があり笠
原の取り壊されそうになってい
た古民家を活用し、2017年里山
ゲストハウス『天空の茶屋敷』
を開業。毎日のように日本人・
外国人たくさんの人が集う。

　
「
放
浪
の
旅
か
ら
帰
国
し
日
本
の

田
舎
に
住
み
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
住
ん
で
い
た
家
が
黒

木
に
あ
り
ま
し
た
。ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ

て
い
た
空
き
家
を
自
分
で
片
付
け
、

近
所
の
方
の
農
作
業
を
手
伝
う
な
ど

し
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。そ

れ
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
し
て

い
た
ら
、旅
で
知
り
合
っ
た
世
界
中
、

日
本
中
の
友
達
が
訪
ね
て
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。山
に
囲
ま
れ
て
、川

が
流
れ
て
古
い
家
が
あ
っ
て
、自
分
の

ル
ー
ツ
が
こ
ん
な
い
い
所
で
、友
達
を

案
内
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
つ

な
が
り
や
山
村
塾
に
遊
び
に
行
く
よ
う

に
な
り
、笠
原
の
人

た
ち
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
ま
し
た
。そ

し
て
、『
集
落
の
最

も
高
い
と
こ
ろ
に
あ

る
家
が
10
年
間
空
き

家
で
、取
り
壊
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い

る
。も
っ
た
い
な
い
の
で
あ
な
た
が
活

用
し
な
さ
い
』と
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

立
派
な
家
で
感
動
し
ま
し
た
。
ど
う

し
よ
う
か
と
３
日
間
迷
い
ま
し
た
が
、

活
用
す
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、地
域
の
人
と
外
か
ら
や
っ

て
き
た
人
た
ち
が
協
力
し
て
改
修
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
完
成
後
は
人

が
集
う
場
と
し
て
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
ん
な
山
奥
に

あ
り
な
が
ら
も
、た
く
さ
ん
の
人
の
応

援
の
お
陰
で
運
営
が
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。こ
こ
を
訪
れ
る
人
は
、日
本
の
本

来
の
良
さ
を
認
識
し
て
い
る
人
ば
か

り
。そ
の
よ
う
な
人
た
ち
と
地
域
を
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。私
自

身
も
た
く
さ
ん
の
八
女
の
人
と
交
流

し
て
い
き
た
い
で
す
。私
の
生
き
方
に

興
味
の
あ
る
人
や
、
外
国
の
話
を
聞

き
た
い
人
な
ど
お
ら
れ
た
ら
、ぜ
ひ
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

　旅
の終わ

りを求めて

　八女市
へ移住『

天
空
の
茶
屋
敷
』 

で
多
く
の
交
流
を
育
む  

坂
本 

治じ

郎ろ
う

さ
ん（
黒
木
）
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https://www.skyteahouse.
com/

7月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪図書館の休館日

7月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp（あそびに来てね！）

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈫ ,10 ㈫ ,17 ㈫ ,24 ㈫ ,27 ㈮ ,31 日㈫

7 月の館内整理日は 27 日㈮

◦
内
容
＝
夏
休
み
の
自
由
研

究
に
役
立
つ
本
と
ア
イ
デ
ィ
ア

カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◦
内
容
＝
図
書
館
の
本
を
借
り
て

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。
全
部
た

ま
っ
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
よ
。

◦
内
容
＝
八
女
市
立
図
書
館
全

館
を
回
っ
て
シ
ー
ル
を
集
め
よ
う
。

全
部
た
ま
っ
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝7日、14日、21日、28日
　おはなしコーナー
　※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝7日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

7月のあかちゃんおはなし会
0 ～2 歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館＝1日㈰、21日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝21日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

七夕や星にちなんだ楽しい
おはなしと素敵な音楽を楽
しめる「七夕おはなし会」
です。どなたでもご参加い
ただけますのでぜひお越し
ください。（申込・参加費
不要）なお、小学生以下の
お子さんには小さなプレゼ
ント（数量限定）もあります。
◦日時＝７月14日㈯ 10 時
30 分～
◦会場＝図書館星野分館
◦問い合わせ＝星野分館

（☎ 52・3120）、上陽分館
（54・3131）

☆ 

な
つ
や
す
み
は
と
し
ょ
か
ん
へ
行
こ
う
☆

自
由
研
究
お
た
す
け
隊

な
つ
や
す
み

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

夜
の
こ
わ
い
お
は
な
し
会

★七夕おはなし会★7月のおはなし会

７
月
21
日
㈯
～
８
月
26
日
㈰

あ
る
よ
。

◦
日
時
＝
7
月
28
日
㈯
20
時
～

◦
会
場
＝
本
館

◦
対
象
＝
児
童
～
一
般

◦
内
容
＝
夜
の
図
書
館
で
怖
い

お
は
な
し
を
聞
こ
う
。
大
人
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。（
整

理
券
を
図
書
館
本
館
・
分
館
で

7
月
14
日
㈯
か
ら
配
布
し
ま
す
。

図
書
館
め
ぐ
り

シ
ー
ル
ラ
リ
ー
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　第 35 回八女茶山唄日本
一大会が 6 月 3 日㈰、八
女市黒木開発センターで
行われました。大会には
県内外から集まった 82 人
が自慢ののどを競い合いま
した。八女茶山唄は、茶葉
を手もみする際に歌われた
八女茶特有の民謡で、江
戸時代末期から歌い継が
れてきたものです。これら
の伝統を後世に伝え、茶の振興発展と文化の向上
を図るため、毎年大会が実施されています。
　青年･壮年･高年部門の優勝者で争うグランプリ
には、審査の結果、壮年の部優勝の池田勝子さん

（長崎県島原市）が輝きました。その他の部門の結
果は次のとおりです( 敬称略 )。

【少年少女の部】草場彩菜（佐賀県伊万里市 )、【青
年の部】田中梨彩（佐賀県伊万里市 )、【高年の部】
中島和子（八女市 )

八女茶山唄日本一大会
８２人が自慢ののどを競う！　「八女茶のピーアールのために役立ててくださ

い」と5 月28日㈪、ＪＡ茶業部会八女支部（松
延伸治支部長）から市役所に新茶（100㌘パッ
ク 60 本、10㌘パック100 個）をいただきました。
今年も例年通りのおいしいお茶ができています。
三田村市長は「八女茶は八女市のピーアールに
大きく貢献してもらっています。八女伝統本玉
露をはじめ、これからも八女茶全体の消費拡大
に力を入れていきたい」と話していました。

新茶をいただきました！

義援金を預かりました
　5 月21日に八女学院同窓会（清尚会）
から平成 29 年 7 月九州北部豪雨の義援
金を預かりました。
　お預かりした義援金は八女市を通じて
被災地へ届けさせていただきます。ありが
とうございました。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
森
林
学
会
が
認
定
す
る
林
業
遺
産
に
八
女

市
矢
部
村
の
「
木
馬
道
と
木
場
作
林
業
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

林
業
遺
産
は
、
林
業
発
展
の
歴
史
を
示
す
景
観
や
施
設
、
地
域
独

自
に
発
展
し
て
き
た
林
業
技
術
や
特
徴
的
な
道
具
、
古
記
録
な
ど

を
遺
産
と
し
て
認
定
す
る
制
度
で
す
。

　

木
馬
道
は
、
丸
太
を
枕
木
の
よ
う
に
並
べ
た
木
材
の
搬
出
路
で
、

木
馬
と
呼
ば
れ
る
木
そ
り
に
木
材
を
載
せ
、
そ
の
上
を
滑
ら
せ
て

運
搬
し
た
も
の
で
、
認
定
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
末
期
頃
～

昭
和
中
期
頃
ま
で
使
わ
れ
た
前
門
岳
山
域
の
１
６
２
０
㍍
で
す
。

木
場
作
林
業
と
は
、
苗
木
を
植
林
し
た
斜
面
で
、
陸
稲
や
ヒ
エ
・

ア
ワ
を
栽
培
す
る
農
法
で
す
。
木
が
あ
る
程
度
成
長
す
る
ま
で
の

間
、
林
業
と
農
業
を
同
じ
場
所
で
行
う
も
の
で
、
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
中
期
ま
で
地
域
の
食
生
活
を
支
え
ま
し
た
。

　

6
月
1
日
㈮
、
現
地
保
存
会
代
表
の
仁
田
原
石
義
さ
ん
と
福
岡

県
林
業
技
術
者
連
絡
会
の

福
島
敏
彦
さ
ん
が
市
長
を

訪
問
し
ま
し
た
。「
先
人
た

ち
が
体
を
は
っ
て
頑
張
っ

た
仕
事
が
評
価
し
て
い
た

だ
け
た
の
は
地
域
の
誇
り
」

と
仁
田
原
さ
ん
。
市
長
は

「
林
業
遺
産
を
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
も
生
か
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
定
さ
れ
た
資
料
類
は
、

杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
女
市
立
図
書
館
本
館
に
も

資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

矢
部
の
「
木き
ん
ま
み
ち

馬
道
と
木こ
ば
さ
く

場
作
林
業
」
が

林
業
遺
産
に
認
定

高年の部優勝の
中島さん（八女市）

市長を訪問された関係者の皆さん。
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市内各所にホタルがいっぱい！
　５月下旬～ 6 月初旬にかけて、市内各地域でホタル
祭り（辺春ホタルまつり2018：立花町、第 31回八女
上陽ホタルと銘茶まつり：上陽町、田代ホタル祭り：
黒木町 ) が開かれ、各会場とも大勢の来場者で賑わい
ました。今年はここ数年でも例を見ないほどたくさん
のホタルが舞い、辺りが暗くなりホタルが飛び始める
と、歓声が上がっていました。

上段：市内各地で多くのホタルの乱舞が見られました。立花町辺春地区で撮影（写真複数枚を合成して現像）
下段：多くの来場者でにぎわう「ほたると石橋の館」と「寄口橋」周辺。ステージイベントや出店など多くの人出で賑わいました。

　

立
花
町
北
山
の
上
の
原
老
人
ク

ラ
ブ
「
悠
悠
会
」
は
６
月
7
日
㈭
、

地
域
の
道
路
清
掃
作
業
と
川
﨑
病

院
の
理
学
療
法
士
松
山
裕
さ
ん
を

招
い
て
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
康
は
ま
ず
足
腰
か
ら
と
、
自
宅

で
簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
悠
悠
会
は

定
期
的
に
児
童
の
見
守
り
や
奉
仕

活
動
、
そ
う
め
ん
流
し
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
活
動
を
し
て
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。「
本
日
習
っ
た
こ
と

を
ぜ
ひ
実
行
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
地
域
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
会
長
の
松
﨑
昭
好
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

元
気
に
地
域
活
動
を

福岡県緑化功労者表彰を受賞！
　平成17 年、当時の矢部村と柳川市は、矢部川
の川上と川下の交流を深め、環境保全と地域の
発展を願って『水のふるさと協定』を締結しました。
それから約12 年間、「柳川市民の森」と名付けら
れた矢部村の市有林で、一般公募された柳川市
民や矢部村関係者が、植栽や下刈りなどのボラン
ティアを続けてきました。この度、これらの取り
組みが評価され、八女市と柳川市が福岡県緑化
功労者表彰を受賞しました。
　ボランティア作業を通じて参加者同士の交流も
あり、矢部村で振る舞われる昼食や、特産品など
のお土産を楽しみに来られる柳川市民の方も多く
いらっしゃいます。森を守る環境保全の取り組み
はもとより、地域交流の想いは引き継がれ、これ
からも自然とともに守り続けていきます。
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現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被

保
険
者
証
（
う
す
緑
色
）の
有
効
期

限
は
、
平
成
31
年
７
月
31
日
ま
で
の

1
年
間
と
な
っ
て
お
り
、７
月
下
旬

ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場

合
は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の

被
保
険
者
証
を
窓
口
で
お
受
け
取
り

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ
る

と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保

険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
担
当

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
は
、１
割
ま
た

は
３
割
で
す
。
毎
年
、
前
年
中
の
所

得
を
も
と
に
、８
月
か
ら
翌
年
７
月

ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負
担
割
合
の

判
定
を
行
い
ま
す
。
自
己
負
担
割
合

は
通
常
１
割
で
す
が
、
同
じ
世
帯
の

被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人
の
市
町

村
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上（
※
）で
あ
る
場
合
は
、３
割
と

な
り
ま
す
。
昨
年
の
自
己
負
担
割
合

か
ら
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
新
し
い
被
保
険
者
証

を
確
認
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
が
８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　
現
在
、使
用
中
の
限
度
額
適
用･

標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、減

額
認
定
証
）の
有
効
期
限
は
、平
成

30
年
７
月
31
日
で
す
。減
額
認
定
証

を
す
で
に
お
持
ち
の
人
で
、
平
成
30

年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯

の
人
に
は
、８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い

減
額
認
定
証
を
７
月
下
旬
ま
で
に
お

届
け
し
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

で
あ
る
人
が
入
院
ま
た
は
高
額
な
外

来
診
療
を
受
け
る
際
に
減
額
認
定
証

を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、

医
療
費
の
自
己
負
担
は
限
度
額
ま
で

と
な
り
、
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
市
担
当
窓
口
で
の
申

請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
被
保
険
者
証
・
印
鑑
・そ
の
他（
非

課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
を
証
明
す

る
も
の
や
入
院
期
間
を
確
認
で
き
る
も

の
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
平
成
29
年
中
の
所
得
金

額
と
世
帯
《
注
１
》の
状
況
を
基
に
算

定
を
行
い
決
定
し
ま
す
。
被
保
険
者

（
加
入
者
）の
皆
さ
ん
へ「
平
成
30
年

度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」を
７
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま

す
。

■
保
険
料
の
決
ま
り
方（
計
算
方
法
）

▽
保
険
料
は
、県
内
ど
の
地
域
で
も
同

じ
基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

▽
保
険
料
は
、加
入
者
一
人
一
人
に
か

か
り
ま
す
。保
険
料
率（
被
保
険
者
均

等
割
額
、所
得
割
率
）は
、２
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
30
年
度
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

【
均
等
割
額
の
軽
減
】

　
平
成
30
年
度
で
は
、
平
成
29
年
度

の
保
険
料
軽
減
措
置
（
被
保
険
者
均

等
割
の
９（
７
）
割
、８
・
５（
７
）
割

《
注
２
》
、５
割
、２
割
軽
減
）
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

【
被
用
者
保
険
《
注
3
》
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
人
の
軽
減
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
ま
で「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
」だ
っ
た
人
は
被
保
険
者

均
等
割
額
が
５
割
軽
減
《
注
４
》
と
な

り
ま
す
。ま
た
、所
得
割
額
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

【
軽
減
特
例
措
置
の
見
直
し
】

　
今
後
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
を
構
築
す
る
た
め
、
総
所
得
金
額

等
が
91
万
円
以
下
の
人
の
所
得
割
額

の
2
割
軽
減
が
平
成
29
年
度
ま
で
で

廃
止
さ
れ
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
均
等
割
額
の
7
割

軽
減
は
平
成
30
年
度
か
ら
５
割
に
な

り
ま
す
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　
災
害
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、保
険

料
が
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】市民課公費医療係（☎23・1117）／黒木支所市民生活福祉課（☎42・1113）
／立花支所市民生活福祉課（☎23・4932）／上陽支所市民生活福祉課（☎54・2218）／
矢部支所市民生活福祉課（☎47・3111）／星野支所市民生活福祉課（☎52・3113）

後期高齢者医療制度についてのお知らせ

８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

平成
30年度 

《
注
１
》｢

世
帯｣

は
平
成
30
年
４
月
１

日
時
点
の
世
帯
（
75
歳
に
な
る
人
、県

外
か
ら
の
転
入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
）

を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

《
注
２
》
原
則
は
「
７
割
軽
減
」で
す

が
、
特
例
措
置
に
よ
り
「
９
割
軽
減
」

「
８
・
５
割
軽
減
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
注
３
》
被
用
者
保
険
と
は
、全
国
健

康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、組
合

管
掌
健
康
保
険
、船
員
保
険
、共
済
組

合
を
さ
し
ま
す
。国
民
健
康
保
険
・
国

民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

《
注
４
》
均
等
割
額
の
軽
減
が
９
割

軽
減
、８
・
５
割
軽
減
に
該
当
す
る
人

は
、そ
れ
ぞ
れ
９
割
軽
減
、８
・
５
割

軽
減
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
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経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
、申
請
し
て
認
め
ら

れ
れ
ば
、保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
た
り
猶
予
さ
れ
た
り
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。保
険
料
の
免
除

や
猶
予
を
受
け
ず
、未
納
の
状
態

で
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
に
は
、

本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
の
所
得

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な

い
人
は
、
所
得
の
審
査
が
で
き
な

い
た
め
申
請
さ
れ
て
も
免
除
承
認

さ
れ
ま
せ
ん
。
申
告
を
し
た
う
え

で
申
請
く
だ
さ
い
。

　
免
除
や
猶
予
の
種
類
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
全
額
免
除
制
度
】

　
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険

料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。こ

の
期
間
は
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
、全
額
納
付
し
た
場
合
の
２

分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
一
部
納
付（
免
除
）制
度
】

　
「
４
分
の
１
免
除
」「
半
額
免

除
」「
４
分
の
３
免
除
」
が
あ
り

ま
す
。い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で

す
。こ
の
期
間
は
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
、そ
れ
ぞ
れ
全
額
納

付
し
た
場
合
の
８
分
の
７
、８
分

の
６
、８
分
の
５
と
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制

度
】

　
保
険
料
の
免
除
は
、申
請
者
本

人
の
ほ
か
配
偶
者
や
世
帯
主
の
所

得
も
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
世
帯
主
と
同
居
し
て
い
る
人

は
、免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
20
歳
か

ら
50
歳
未
満
の
方
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
は
、申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、保

険
料
を
後
払
い
に
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、所
得
の
審
査
は
本

人
と
配
偶
者
の
み
で
行
い
ま
す
。

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、将
来
年
金

を
受
け
取
る
際
の
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
た
期
間
は
、保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
に
比
べ
て
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。こ

の
た
め
、こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い

て
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料

の
追
納
（
後
払
い
）
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
数

え
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を

追
納
す
る
場
合
は
、承
認
を
受
け

た
当
時
の
保
険
料
額
に
、経
過
期

間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
免
除
な
ど
の
承
認

期
間
は
、７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
で
す
。平
成
30
年
度
の
免
除
申

請
は
、７
月
２
日
㈪
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。本
庁
市
民
課
国
保
年
金

係
、ま
た
は
各
支
所
の
年
金
の
窓

口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
身
分
証
明
書 

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の 

▽
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の 

▽
退
職
（
失
業
）し
た
人
が
申
請

を
行
う
と
き
に
は
、雇
用
保
険
受

給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど 

▽
代
理
人
が
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、被
保
険
者
本
人
の
印
鑑 

▽
別
世
帯
の
人
が
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、被
保
険
者
本
人
か
ら
の
委

任
状

　
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
ま
で

免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。国
民
年

金
保
険
料
の
未
納
の
あ
る
人
は
、

お
早
め
の
申
請
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険

料
の
未
納
期
間
が
あ
る
人

将
来
の
年
金
受
給
額
を
確
保
す

る
た
め
に

手
続
き（
申
請
）は
７
月
か
ら

【問い合わせ】
市民課国保年金係（☎23・1116）
黒木支所市民生活福祉課（☎42・1113）
立花支所市民生活福祉課（☎23・4932）
上陽支所市民生活福祉課（☎54・2218）
矢部支所市民生活福祉課（☎47・3111）
星野支所市民生活福祉課（☎52・3113）

国民年金保険料を納めるのがちょっとムズカシイ･･････
そんなときには未納のままにせず、保険料免除制度や猶予制度をご利用ください。

国民年金保険料の免除制度・納付
猶予制度のお知らせ



◦
場
所
＝
九
州
電
力
八
女
営
業

所
（
矢
原
町
東
裏
４
６
７
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・

ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　
「
西
南
戦
争
―
か
け
め
ぐ
る
情

報
―
」
当
時
、
最
新
の
通
信
手

段
だ
っ
た
電
報
や
、
報
道
と
し
て

用
い
ら
れ
た
錦
絵
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。
観
覧
無
料
。

◦
期
間
＝
７
月
18
日
㈬
～
９
月

22
日
㈯
９
時
～
17
時
※
休
館
日

は
月
曜
日
、
祝
日
、
９
月
18
日
㈫

【
講
演
会
】「
報
じ
ら
れ
た
西
南

戦
争
―
新
聞
・
実
録
・
錦
絵
―
」

○
日
時
＝
７
月
28
日
㈯
14
時
～

15
時
30
分 

○
講
師
＝
北
九
州
市

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
８
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
観
光
物
産
館
と
き
め
き

駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

筑
後
の
貴
重
な
文
化
財
を
守

ろ
う
と
活
動
す
る
「
久
留
米
大

学
比
較
文
化
研
究
所
文
化
財
保

存
科
学
研
究
部
会
」
に
よ
る
２
０

１
８
年
イ
タ
リ
ア
事
業
報
告
会
。

修
復
財
と
し
て
の
八
女
手
す
き

和
紙
の
可
能
性
や
、
現
地
で
行
っ

た
実
演
等
の
報
告
会
で
す
。

◦
日
時
＝
７
月
７
日
㈯
15
時
～

17
時

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
１
階

講
義
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
大
学 

狩
野
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
４
７
７

０
・
２
３
１
７
）

　

大
淵
地
域
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
第
１
弾
と
し
て
、
地
域
の
元
気

づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

み
ん
な
で
地
域
の
元
気
づ
く
り
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
演
題
＝
元
気
が
出
る
地
域
づ
く

り
～
１
０
０
円
居
酒
屋
の
挑
戦
～

◦
講
師
＝
髙
橋
と
し
子
さ
ん
（
社

会
福
祉
法
人
安
岐
の
郷
理
事
長
・

総
合
施
設
長
）　

◦
日
時
＝
７
月
８
日
㈰
13
時
開

場
13
時
30
分
開
演

◦
会
場
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
旧
大
淵
小
学
校
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
淵
を
元
気
に

す
る
会 

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

７
９
８
４
・
３
１
８
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
７
月
８
日
㈰
７
時
30

分
、
旧
上
辺
春
小
学
校
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
松
尾
弁
財
天

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
調
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
お
持
ち
の
人
は
「
お
山
の
お

猿
」「
浜
千
鳥
」
他
を
一
緒
に
演

奏
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
７
月
14
日
㈯
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
・
ハ
ー

モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ
『
竹
取
物
語
』

末
石
さ
ん
（
☎
２
３
・
３
３
６
６
）

　

今
回
は
「
キ
レ
イ
ラ
イ
フ
プ
ラ

ス
講
座
」
～
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
。

参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
７
月
17
日
㈫
19
時
～

立
大
学
文
学
部 

生
住
昌
大
准
教

授 

○
定
員
＝
80
人
（
先
着
順
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
共

同
公
文
書
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６

　

市
内
四
つ
の
水
墨
画
サ
ー
ク
ル

（
み
は
る
会
・
緑
水
会
・
は
つ
ら
つ

水
墨
画
・
立
花
水
墨
画
）
が
合
同

で
作
品
約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
７
月
21
日
㈯
～
26
日
㈭

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
回
廊

◦
問
い
合
わ
せ
＝
合
同
代
表 

安

達
さ
ん
（
☎
２
２
・
３
７
７
９
）

　

申
込
不
要
、
雨
天
決
行
、
山
道

お
知

ら
せ

第
54
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
歩
こ
う
会
「
早
朝
・
矢

部
村
森
林
ウ
オ
ー
ク
」

福
岡
共
同
公
文
書
館
企
画
展

八
女
市 

中
美
水
墨
画
展

大
淵
地
域
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

18　2018.7.1　広報八女

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

八
女
軽
ト
ラ
市

久
留
米
大
学
「
八
女
手
す
き
和

紙
イ
タ
リ
ア
事
業
」
報
告
会

　7 月5日㈭、全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト※）を用いた緊急地震速報の訓練が全国各
地域で実施されます。八女市ではこの訓練実施
のため、午前 10 時ごろ、ＦＭラジオの自動起
動により大音量で「緊急地震速報。大

おお

地
じ

震
しん

で
す。大地震です。これは訓練放送です」という
放送が流れます。（※）Ｊアラートとは、地震・津
波や武力攻撃等の緊急情報を、国から人工衛星な
どを通じて瞬時にお伝えするシステムです。◦問い
合わせ＝防災安全課生活安全係（☎24・8146）

　今年度の八女のまつり
オープニングイベント「光
と音楽の花火大会」は、9
月15 日㈯に開催します。
詳細は広報八女 8 月1日
号でお知らせします。
　◦問い合わせ＝八女茶
　　のくに観光案内所
　　（☎ 22・6644）

◦日時＝９月 15 日㈯
　20 時～（打ち上げ）
◦場所＝宮野公園
　　（べんがら村横）

第
４
回
八
女
の
ま
つ
り

９/15
㈯ 光

と
音
楽
の

　
花
火
大
会

7/5 緊急地震速報の訓練があります

　八女市では全世帯の世帯主に対
し、防災ラジオを無償で貸与してい
ます。受け取っていない、故障してい
るなどの場合は企画政策課または各
支所総務課へお問い合わせください。
◦問い合わせ＝企画政策課秘書広
報係（☎ 23・1110）

防災ラジオは設置していますか
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◦
定
員
＝
６
人
（
団
体
で
の
参
加

も
可
）

◦
お
は
な
し
会
日
時
＝
10
月
21
日

㈰
14
時
～ 

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館 

２
階

研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ま
な
び
っ
と
八

媛
（
八
女
市
立
図
書
館
内
）
☎
２

２・２
５
０
４
、
本
館
カ
ウ
ン
タ
ー

◦
会
場
＝
八
女
市
立
山
球
場

◦
日
程
＝
８
月
19
日
㈰
～
10
月

中
旬

◦
開
会
式
＝
８
月
19
日
㈰
19
時

立
山
球
場

◦
参
加
費
＝
５
０
０
０
円

◦
申
込
締
切
＝
７
月
22
日
㈰
（
７

月
16
日
㈷
を
除
く
月
曜
日
休
館
）

※
抽
選
会
を
８
月
４
日
㈯
19
時

か
ら
八
女
市
総
合
体
育
館
研
修

室
で
行
い
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

今
年
度
第
２
回
定
期
募
集
の

受
付
を
７
月
10
日
㈫
か
ら
７
月

31
日
㈫
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募

集
案
内
（
申
込
書
）
は
７
月
10

日
か
ら
、
八
女
市
役
所
本
庁
、

各
支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し

ま
す
。
募
集
住
宅
・
募
集
戸
数

等
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
会
）

で
す
。
入
居
申
込
資
格
等
に
つ
い

て
は
、
募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木
支

所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び

受
付
期
間
＝
７
月
12
日
㈭
～
７

月
23
日
㈪

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝

県
住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑

後
管
理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田

出
張
所
、
市
役
所
都
市
計
画
課
、

各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９
）

を
歩
き
や
す
い
服
装
で
雨
具
・
タ

オ
ル
・
飲
料
水
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
７
月
22
日
㈰
６
時
八
女

伝
統
工
芸
館
前
集
合
・
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
大
自
然
の
矢
部
村
森

林
コ
ー
ス
約
６
㌔

◦
参
加
費
＝
会
員
外
は
２
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
吉
岡
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
９
２
５
・
１
０
０
３
）

◦
日
時
＝
７
月
29
日
㈰
10
時
～

13
時

◦
内
容
＝
竹
の
遊
び（
竹
と
ん
ぼ・

紙
玉
て
っ
ぽ
う
等
）、
紙
の
遊
び

（
折
り
紙
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
等
）、

バ
ザ
ー
（
か
き
氷
、
美
味
し
い
も

の
い
っ
ぱ
い
等
）

※
１
年
生
の
七
夕
揮
毫
会
（
要

申
込
、
先
着
50
人
、
表
装
紙
代

８
０
０
円
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

　
『
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
地
域

づ
く
り
』
～
地
域
で
支
え
合
う

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

で
き
る
限
り
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
）
に
つ
い
て
、
自
分
の
地
域
で

必
要
な
も
の
は
何
か
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
７
月
28
日
㈯
10
時
～

11
時
30
分
（
受
付
９
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
厚
生
労
働
省 

梅
本
政

隆
さ
ん

◦
定
員
＝
１
６
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
無
料
、
申
込
不
要

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
地

域
包
括
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
２

０
３
）

　

郷
土
の
昔
話
お
は
な
し
会
の

出
演
者
募
集
！
郷
土
に
伝
わ
る

昔
話
を
楽
し
む
お
は
な
し
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
人
（
一

団
体
）
５
～
10
分
程
度
を
予
定
。

◦
募
集
開
始
＝
７
月
1
日
㈰ 

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
カ
ヌ
ー
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。参
加
費
無
料
。

申
込
書
は
総
合
体
育
館
、
西
公

民
館
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
28
日
㈯
・
29
日

㈰
※
教
室
は
１
時
間
単
位
で
す
。

参
加
申
込
書
を
参
照
く
だ
さ
い
。

◦
場
所
＝
矢
部
川
・
八
女
市
宮

島
堤
防
下
（
筑
後
市
と
の
境
界

付
近
）

◦
対
象
＝
小
学
生
以
上（
小
学
１・

２
年
生
は
原
則
保
護
者
同
乗
）

◦
申
込
締
切
＝
７
月
17
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
幡
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
事
務
局 

馬
場
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
９
６
０
４
・
１

８
６
９
）

共
生
の
森
「
七
夕
ま
つ
り
」

市
営
住
宅
入
居
者

矢
部
川
ふ
れ
あ
い
カ
ヌ
ー
教
室

市
民
公
開
講
座

教
室
・
講
座

県
営
住
宅
入
居
者

「
八
女
ん
は
な
し
ば
き
い
て
い
か

ん
の
」
出
演
者

八
女
市
長
旗
（
ナ
イ
タ
ー
）
野

球
大
会
参
加
チ
ー
ム

　昨年７月に世界文化遺産に登
録された「『神宿る島』宗像・沖
ノ島と関連遺産群」。古代から現
代に至るまで「神宿る島」として
崇拝され、島内には他に例をみな
い古代祭祀遺跡が残っている沖
ノ島を中心とした本資産の内容と
価値を解説します。
◦日時＝７月 28 日㈯ 13 時 30 分
～ 15 時◦会場＝岩戸山歴史文化
交流館（いわいの郷）研修室
◦講師＝磯村幸男さん（福岡県文
化振興課世界遺産室参与）
◦受講料＝無料
◦定員＝50 人（先着順・当日受付）
◦問い合わせ＝同館

（☎ 24・3200 ／N24・3210）

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

【歴史講座】「神宿る島」宗像・
沖ノ島と関連遺産群
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自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
あ
な

た
、
７
月
１
日
か
ら
自
衛
官
候
補

生
、一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
、

予
備
自
衛
官
補
の
募
集
受
付
が

始
ま
り
ま
す
。
あ
な
た
の
力
を
ぜ

ひ
自
衛
隊
で
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

【
福
岡
地
本
】
で
検
索
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
福
岡
地

方
協
力
本
部
八
女
地
域
事
務
所

（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

◦
対
象
＝
先
の
大
戦
に
よ
る
戦
没

者
の
遺
児

◦
参
加
費
＝
10
万
円

◦
実
施
地
域
＝
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部

◦
参
加
費
＝
無
料（
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
９
５
６
０
・
８
９
８
５
）

　

福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
な
ど
で
保
健
・
医
療
・
介
護

施
策
の
企
画
立
案
に
携
わ
る
医

師
を
募
集
し
ま
す
。
業
務
内
容
、

応
募
要
件
、
採
用
時
期
、
申
込

方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
採
用
予
定
数
＝
３
人

◦
選
考
方
法
＝
面
接
試
験
、
小

論
文
評
定
な
ど

◦
応
募
締
切
＝
７
月
31
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
保
健
医

療
介
護
総
務
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
２
３
７
）

　

小
学
生
以
上
の
児
童
・
生
徒

お
よ
び
一
般
の
方
を
対
象
に
、
統

計
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
昭
和
28
年
か
ら
行
わ
れ
、
今

年
で
66
回
目
と
な
り
ま
す
。
自

分
で
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
Ｂ
２

（
72
・
８
㌢
×
51
・
５
㌢)
サ
イ

ズ
の
紙
に
、
グ
ラ
フ
を
用
い
て
そ

の
研
究
成
果
を
示
す
も
の
で
す
。

各
部
門
ご
と
に
特
選
1
点
以
内
、

入
選
4
点
以
内
、
佳
作
5
点
以

内
を
選
出
。
応
募
者
全
員
に「
参

加
賞
（
記
念
品
）」。
受
賞
作
品

の
う
ち
、
優
秀
な
作
品
は
、
さ
ら

に
全
国
大
会
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
「
ふ
く
お
か
デ
ー
タ

ウ
ェ
ブ
」
を
検
索
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
締
切
＝
９
月
５
日
㈬

◦
提
出
＝
福
岡
県
統
計
協
会
八

女
支
部
（
筑
後
市
企
画
調
整
課
）

☎
０
９
４
２
・
５
３
・
４
４
２
７

　

か
お
り
の
樹
木
・
草
花
を
用

い
た
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く

り
」
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。
環
境
大
臣
賞
（
１
点
）
に

は
50
～
１
０
０
万
円
相
当
の
苗
木

等
を
副
賞
と
し
て
提
供
。
詳
細
は

環
境
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
要
件
＝
①
か
お
り
の
樹

木
・
草
花
等
（
原
則
30
本
以
上
）

を
使
用
す
る
企
画
で
あ
る
こ
と

②
今
後
実
施
を
想
定
し
て
お
り
、

植
栽
場
所
な
ど
を
確
保
し
て
い
る

企
画
で
あ
る
こ
と
（
す
で
に
実
施

し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
植

え
替
え
や
拡
大
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
事
業
で
あ
る
こ
と
）

◦
募
集
締
切
＝
９
月
14
日
㈮

　

南
筑
後
地
域
環
境
協
議
会（
事

務
局
・
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
）
で
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
水
辺
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
無
料

◦
日
時
＝
８
月
４
日
㈯
10
時
～

12
時
30
分

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

（
上
陽
町
北
川
内
）

◦
内
容
＝
同
館
北
側
の
星
野
川
に

て
水
生
昆
虫
や
魚
を
採
集
・
観

察
し
、「
水
の
き
れ
い
さ
」
を
調

べ
ま
す
。
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
も
行

い
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
小
学
生
（
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

◦
申
込
＝
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
７
月
27
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
20
人
※
先
着

（
☎
２
２
・
６
９
６
３
／
N
２
３
・

７
４
２
４
／
Qnanchiku-hhe@

pref.fukuoka.lg.jp

）

　

小
学
５
～
６
年
生
を
対
象
に
、

参
加
者
体
験
型
の
模
擬
裁
判
・
ク

イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
電
話
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
22

人
。
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

で
す
。

◦
日
時
＝
７
月
30
日
㈪
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
福
岡
地
方
裁
判
所
久

留
米
支
部
（
久
留
米
市
篠
山
町
）

◦
申
込
＝
同
所
（
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
５
３
８
７
）

◦
日
時
＝
７
月
21
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時

◦
場
所
＝
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨

天
時
屋
内
）

福
岡
県
公
衆
衛
生
医
師

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
体
験
会
参

加
者

自
衛
官
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

川
の
生
き
も
の
探
検
隊
参
加
者

夏
休
み
裁
判
所
子
ど
も
見
学
会

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
参
加
者

　地域おこし協力隊が事務局を務
めるワークショップ「八姫お披露目
会 2018 夏」が 6 月から八女福島
で行われています。ワークショップを開催
するのは、新規起業・開業された女性の
皆さん（予定の方含む）です。女性とい
うことで「八姫」、新規起業・開業という
ことで「お披露目会」と名付けています。

【手作り酒粕化粧水】
◦出店者＝恵比寿酒店◦日時＝７月７日㈯
15 時～、約１時間◦場所＝本町 245 ◦参
加費用＝1500 円（ワンドリンク付き、ノ
ンアルコールあり、カード払い可）
◦予約＝ 22・8107（7 月5 日まで。電話
は 12 時以降にお願いします）

　八姫お披露目会では、他に「麻ひも手
編みバック教室」「アロマについてのお話
しとアロマミスト・アロマ泡洗顔作り」「よ
うら de 簡単ペーパーフラワーＷＳ」
が行われます。地域おこし協力隊のフェ
イスブックにＱＲコードからアクセスする
と、各ワークショップのスケジュール・体
験談などをご覧いただけます。
◦問い合わせ＝地域振興課
町並み景観係 ( ☎ 24・8164
／ Q hachihimeohiromekai@
gmail.com

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

八
はち

姫
ひめ

お披
お ひ ろ め か い

露目会 2018 夏
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除
く
）
10
時 

～ 

16
時

◦
予
約
＝
（
☎
０
５
７
０ 

・
７
８

３
・
５
４
４
／
N
０
９
４
２ 

・ 

３

２
・
６
３
９
４
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
（
事
前
登
録
必
要
）」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
８
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
７
月
21
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
日
時
＝
７
月
22
日
㈰
９
時
30

分
～
（
受
付
９
時
～
）

◦
内
容
＝
入
試
、
入
学
後
２
年
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
校
内
案
内
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

20
時
30
分

◦
相
談
会
場
＝
春
日
市
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階

【
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
】

※
有
資
格
者
対
象
、
通
信
制

◦
期
間
＝
10
月
20
日
～
12
月
22

日
毎
週
土
曜
日
の
10
日
間
、
９

時
30
分
～
17
時

◦
会
場
＝
ウ
ィ
ズ
イ
ン
タ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
教
室
（
福
岡
市
中
央
区

薬
院
）

◦
定
員
＝
12
人
（
託
児
あ
り
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
等

の
１
万
円
は
自
己
負
担
）

◦
締
切
日
＝
７
月
18
日
㈬

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど

の
登
記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の

消
費
者
問
題
、
借
金
な
ど
の
多

重
債
務
問
題
、
訴
訟
、
成
年
後

見
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
司
法
書
士
会
主
催
。

◦
日
時
＝
８
月
４
日
㈯
10
時 

～ 

15
時

◦
方
法
＝
面
談
相
談
（
無
料
）
１

件
30
分
※
予
約
優
先
、
定
員
最

大
40
組

◦
会
場
＝
久
留
米
市
役
所
３
階

３
０
１
号
室
他　
　
　

◦
予
約
受
付
期
間
＝
７
月
９
日
㈪

～
８
月
３
日
㈮
（
土
日
祝
日
を

◦
募
集
科
・
定
員
＝
介
護
サ
ー
ビ

ス
科
（
後
期
）・
30
人

◦
訓
練
期
間
＝
９
月
21
日
㈮
～

３
月
15
日
㈮
（
６
か
月
間
）

◦
募
集
期
間
＝
７
月
２
日
㈪
～
８

月
20
日
㈪

◦
試
験
日
＝
８
月
24
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
等
を
対
象

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
支
援
を
希

望
す
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

☎
０
９
２
・
５
８
２
・
３
９
３
１

※
月
～
金
曜
９
時
～
17
時
、
毎

週
土
曜
と
第
１
・
第
３
日
曜
９
時

～
16
時

【
養
育
費
相
談
】

電
話
相
談
（
離
婚
協
議
中
の
方

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

来
所
相
談
（
先
着
順
４
人
）

◦
日
時
＝
７
月
４
日
㈬
・
８
月
１

日
㈬
13
時
～
15
時
、
７
月
11
日

㈬
・
７
月
25
日
㈬
18
時
30
分
～

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
タ
イ
、
台
湾
・
バ
シ
ー

海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
、
中
国
※
日
程
等
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
日
本
遺
族
会
事

務
局(

☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５

５
２
１)

①
介
護
福
祉
士
（
正
規
職
員
）

◦
試
験
区
分
＝
▽
介
護
福
祉
士

（
中
途
採
用
）
若
干
名
▽
介
護
福

祉
士
（
新
規
採
用
）
若
干
名

◦
採
用
予
定
日
＝
▽
中
途
採
用

（
９
月
１
日
～
３
月
１
日
ま
で
の

期
間
の
う
ち
企
業
長
が
指
定
す

る
日
）▽
新
規
採
用（
４
月
1
日
）

②
看
護
師
Ａ
（
正
規
職
員
）

◦
採
用
予
定
日
＝
４
月
1
日

◦
予
定
人
数
＝
20
人
程
度

①
②
共
通

　

詳
細
は
公
立
八
女
総
合
病
院
企

業
団
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
人
事
課

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

◦
受
付
＝
７
月
17
日
㈫
～
７
月

27
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】
７
月
17
日

㈫
～
７
月
24
日
㈫

◦
受
験
資
格
＝
昭
和
34
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
今
年
６
月

末
現
在
、
民
間
企
業
等
に
お
い
て

職
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
人

◦
試
験
日
＝
８
月
26
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
人
事
委
員
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
５
６
）

　

受
験
料
・
受
講
料
無
料
（
教

科
書
代
等
実
費
）。
申
込
書
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
春
日
セ
ン
タ
ー
）

福
岡
県
行
政
職
員

（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）

公
立
八
女
総
合
病
院

試　

験

就
業
支
援

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

司
法
書
士
の
日
記
念
相
談
会

仕事を探している人を対象に、希望する職
種への就職やキャリアアップのためのスキ
ルを習得する訓練がハロートレーニングで
す。ものづくりコースから、事務、介護サー
ビス、ＩＴ関連など様々な分野のコースが
あります。受講や詳しい説明を希望される
方は、ハローワーク八女でご相談ください。
◦問い合わせ＝（☎２３・６１８８）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

柳
川
山
門
医
師
会

看
護
高
等
専
修
学
校
説
明
会

ハロートレーニング～急がば
学べ【公的職業訓練のご案内】
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火災出火件数  1件 （18件）
救急出動件数 241件 （1,431件）
救急搬送人数 238人 （1,385人）

人身事故発生件数 29件 （147件）
傷　　者 35人 （183人）
死　　者 1人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,173 (-174)
男 30,266  (-101)
女 33,907  (-73)

世帯数 24,792  (-73)
　※（　）内は前月比

出生 45 人 死亡 87 人
転入 162 人 転出 294 人

▼ 5 月の交通事故の状況

▼ 5 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（5 月31日現在）

▼ 5 月の異動

納期限・口座振替日は7月31日㈫
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

7月に
納める
もの

【第 52 回筑後船小屋花火大会】
◦日時＝7/28 ㈯ 19:50 ～ 21:30◦
場所＝筑後広域公園芝生広場◦問
＝市観光協会（0942・53・4229）

【第 20 回柳川ひまわり園】
◦日程＝ 7 月中旬～下旬◦場所
＝柳川ひまわり園◦問＝市観光課

（0944・77・8176）
【灯り舟（夜のお堀めぐり）】
◦日程＝ 7 月13 日～ 9 月 24（9
月は金・土・祝日のみ）19:40 発
◦場所＝川下り内堀コース◦問＝
市観光協会（0944・74・0891）

【第 42 回みやま納涼花火大会】
◦日時＝ 7/20 ㈮ 20:00 ～◦場所
＝瀬高橋付近◦問＝同実行委員会

（0944・63・8000）

【逆瀬谷薬師堂そうめん流し】
◦日時＝7/29 ㈰ 10:00 ～15:00
◦場 所＝逆 瀬 谷 薬師堂（ 水 原
3153-2）◦問＝広川町観光協会（32・
5555）

広川町

みやま市

筑後市

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 ◦
期
日
＝
７
月
28
日
㈯
10
時
～

12
時
30
分
（
受
付
9
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
県
立
輝
翔
館
中
等
教

育
学
校
（
本
校
）

◦
内
容
＝
①
学
校
紹
介
・
中
高

一
貫
教
育
の
説
明
等 
②
体
験
授

業 

③
学
校
見
学
、
寄
宿
舎
見
学
、

部
活
動
見
学
、
個
別
相
談 
等

※
事
前
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
同
校
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
上
履
き
持
参
。

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
松
﨑
さ
ん
・
神

田
さ
ん
（
☎
４
２
・
１
９
１
７
）

◦
日
時
＝
10
月
25
日
㈭

◦
会
場
＝
県
吉
塚
合
同
庁
舎

◦
対
象
＝
や
む
を
え
な
い
理
由
で

保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

教
育
長
お
よ
び
議
員
の
任
期
満

了
の
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
等

を
除
き
ま
す
）

◦
閲
覧
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時

◦
閲
覧
場
所
＝

▽
市
長
、
副
市
長
お
よ
び
教
育

長
の
資
産
等
報
告
書
→
総
務
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

▽
議
員
の
資
産
等
報
告
書
→
議

会
事
務
局
（
☎
２
３
・
４
９
２
２
）

　

総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で

は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
雇
用
・
失
業
対

策
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
は
、
無

作
為
に
ど
な
た
に
も
選
定
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
統
計
調

査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
に
調
査
の

お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査

員
の
説
明
を
お
聞
き
の
上
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

は
、
免
除
さ
れ
た
方

◦
受
験
案
内
・
願
書
の
配
布
＝
文

部
科
学
省
、
県
教
育
庁
義
務
教

育
課
で
７
月
９
日
㈪
～
９
月
7

日
㈮
ま
で
配
布

◦
願
書
受
付
＝
８
月
20
日
㈪
～
９

月
７
日
㈮
※
詳
細
は
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
教
育
委
員
会

義
務
教
育
課
（
☎
０
９
２
・
６
４

３
・
３
９
０
８
）

　

八
女
市
政
治
倫
理
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
お
よ
び
議
員
か
ら
資
産

等
報
告
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
閲
覧
に
供

し
て
い
ま
す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、総
務
課
（
市
役
所
本
庁
）

ま
た
は
議
会
事
務
局
（
立
花
庁

舎
）
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◦
閲
覧
期
間
＝
市
長
、
副
市
長
、

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
を

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
を
認
定
す
る
試
験

輝
翔
館
学
校
説
明
会

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
。
海
や
川
、

山
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
季
節

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
反

面
、不
慮
の
事
故
が
増
え
る
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
悲
し
い
水
の
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
池
や
川
岸
の
草
が
生
い
茂
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
は
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。▽
遊
泳
時

は
も
し
も
の
時
に
備
え
、ロ
ー
プ

や
浮
き
輪
等
を
準
備
し
ま
し
ょ

う
。▽
天
候
の
悪
い
時
に
は
、
水

辺
で
遊
ん
だ
り
、泳
い
だ
り
す
る

の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。▽
体
調
不

良
や
飲
酒
し
て
い
る
時
の
遊
泳

は
止
め
ま
し
ょ
う
。▽
も
し
溺
れ

て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
、一
人

で
助
け
よ
う
と
せ
ず
、大
き
な
声

で
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
併
せ

て
１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

泳
い
で
救
助
に
向
か
わ
ず
、ロ
ー

プ
や
浮
き
輪
な
ど
使
っ
て
助
け
ま

し
ょ
う
。

　

水
の
事
故
の
傾
向
を
見
て
み

る
と
、
救
助
に
あ
た
っ
た
方
が
命

を
落
と
す
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
無
理
に
飛
び
込
ま
ず
、
素

早
い
１
１
９
番
通
報
で
救
助
要
請

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
乳
幼
児

は
風
呂
や
家
庭
用
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー

ル
等
の
水
位
の
低
い
場
所
で
も
溺

れ
る
た
め
、絶
対
に
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
八
女
消
防
本
部
】

防
ご
う
、水
の
事
故

◦固定資産税（2 期）◦国民健康保険
税（1期）◦後期高齢者医療保険料（1期）
◦介護保険料（1期）◦住宅使用料（7月）
◦保育料（7 月）



予約

無料法律相談
◦ 7 月19日㈭ 、8 月2日㈭／ 相談　
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 7 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦7 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 7 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 7 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦7月12日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦7月20日㈮ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦7月6日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦7月5日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦7月10日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月18日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月9日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦7月20日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦7月13日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）

◦7月4日㈬、18日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦7月18日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦7月25日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月11日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦7月6日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦7月9日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦7月17日㈫13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦7月17日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦7月12日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月13日㈮・17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦7月26日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦ 月～金 8:30 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）

家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／
　市役所内※予約（☎23・1448）
　黒木支所内※予約（☎42・1800）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター (市役所内）
　　☎23・1183
◦ 毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦7月17日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市
　消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

広報八女 2018.7.123



満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生年
月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

おたんじょうびおめでとう

「奥八女別邸や
べのもり」で癒
しのひとときを

㊻市 ラム長コ

矢部村所野地区に７月
21日、待望の「奥八女
別邸やべのもり」がオープンします。この施
設は、矢部川のせせらぎが心地よいロケー
ションに、離れ宿７棟と管理棟・レストラン
を備え、市内外からのお客さまに上質な癒し
の空間と、八女の贅沢なおもてなしを堪能し
ていただける新しい観光スポットとして、市
が平成27年度から整備を進めてきました。
離れ宿は、２人または４人利用タイプ（床面
積48.7㎡～73.9㎡）で、それぞれに高級感
溢れる空間を演出し、心ゆくまで優雅な時間
を過ごしていただけます。また、レストラン
では、地元で採れた新鮮な食材を使い、お
客さまに喜んでいただけるおいしい料理を提
供いたします。▼ご存じのとおり、矢部村には、
「蹴洞（けほぎ）岩」「ハート岩」などの奇岩
群、美しい日向神ダム湖と千本桜、県下最
高峰の釈迦岳（標高1,230ｍ）を含む矢部
山系八名山、陶芸やヤマメ釣りが楽しめる「秘
境杣の里渓流公園」、観光物産館「杣のさ
と」など、魅力あるスポットがたくさんありま
す。また、八女という地名の由来に関わる八
女津媛神社や、南北朝時代南朝最後の親王、
後征西将軍・良成親王の御墓も残る、歴史
とロマンの地域でもあります。▼皆さんぜひ、
この「やべのもり」へおいでください。そして、
ご友人やお知り合いにもご紹介いただき、奥
八女の大自然の中で
贅沢な時間を過ごして
いただけるよう願って
います。八女ファンの
さらなる獲得に向けて
よろしくお願いします。

    三田村 統 之

Ｈ29年7月1日生（立花町）

１歳のお誕生日おめでと
う！優しい男の子になっ
てください。

Ｈ29年7月1日生（室岡）

１歳おめでとう！！笑顔
を絶やさずお兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね♡

Ｈ29年7月2日生（高塚）

１歳おめでとう！たくさ
んの笑顔をありがとう
♡咲陽大好きだよ♡

Ｈ29年7月4日生（馬場）

1歳のお誕生日おめでと
う♡大空の日々の成長
が楽しみだよ☆

Ｈ29年7月7日生（稲富）

甘えんぼで抱っこが大
好きな寧音ちゃん。毎
日笑顔をありがとう。

Ｈ29年7月8日生（星野村）

これからもお姉ちゃん
と仲よく健康に大きく
なってね！大好きだよ！

Ｈ29年7月8日生（立花町）

嘉晃くん誕生日おめで
とう！ぷくぷく元気いっ
ぱい膨らんでね♡

月
足 

蔵く
ら
の
す
け

之
助
ち
ゃ
ん

田
中 

快か
い
と采  

ち
ゃ
ん

藤
田 

咲さ

や陽  

ち
ゃ
ん

野
上 

大だ
い
あ空  

ち
ゃ
ん

村
口 

寧ね

ね音  

ち
ゃ
ん

山
下 

輝こ
う
せ
い星  

ち
ゃ
ん

野
中 

嘉よ
し
あ
き晃  

ち
ゃ
ん

椿
原 

陽ひ
な
た咲  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月9日生（南馬場）

おめでとう！
これからもお兄ちゃん
と楽しく遊ぼうね♡

Ｈ29年7月24日生（宅間田）

１歳おめでとう♡たくさん
の幸せをありがとう。元
気にすくすく育ってね♪

川
邉 

祐ゆ
う
や弥  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月26日生（上陽町）

１歳のお誕生日おめでと
う♡歌が大好き琴ちゃ
ん、元気に大きくなあれ！

村
口 

琴こ
と
ね音  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月28日生（立野）

生まれてきてくれてあ
りがとう！すくすくと元
気に育ってね♡♡

冷
水 

こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月31日生（蒲原）

１歳おめでとう！これか
らも可愛い笑顔でみん
なをいやしてね！！

川
口 

栞か
ん
な奈  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月12日生（本）

生まれてきてくれてあり
がとう♡これからもたくさ
んの笑顔を見せてね♡♡

上
野  

夏な
つ
み実 

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月12日生（川犬）

１歳おめでとう♡大好きな
お兄ちゃんとこれからも仲
良く元気に大きくなーれ♪

宇
野 

碧あ
い
と人  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月12日生（国武）

笑顔がとっても素敵なゆ
めちゃん１歳おめでとう
♡元気に大きくなあれ！

Ｈ29年7月11日生（岩崎）

いつも元気で笑顔のゆ
づが大好き♡たくさん
の笑顔をありがとう！！

林 

柚ゆ

づ

き
月
葵  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月13日生（納楚）

いつも元気をくれてあ
りがとう。すくすく大き
くなってね！

森
田 

花は
な  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月14日生（立野）

1歳のお誕生日おめでと
う♡にこにこの笑顔で、
すくすく育ってね！

平
田 

す
ず  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月15日生（蒲原）

琴菜ちゃん1歳おめで
とう！すず＆りん姉ちゃ
んとたくさん遊んでね。

立
山 

琴こ
と
な菜  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月18日生（稲富）

心慈くん、祝１歳おめでと
う！！元気いっぱい、笑顔いっ
ぱい、大きくな・あ・れ☆

中
島 

心し
ん
じ慈  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月20日生（泉島）

祝１歳☆元気でヤン
チャな叶真くん。優しく
たくましく育ってね♡

篠
原 

叶と
う
ま真  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月19日生（馬場）

パパもママもニコニコ
の友愛が大好きです。
お誕生日おめでとう。

井
上 

友ゆ

あ愛  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月18日生（岩崎）

祝１歳！お姉ちゃんと仲
良く遊んで元気に大き
くなってね！

平
井 

里り

き季  

ち
ゃ
ん

Ｈ29年7月18日生（納楚）

祝♡１歳おめでとう。こ
れからも笑顔ですくす
く育ってね♡

桑
野 
喜き
い  

ち
ゃ
ん

井
上 

ゆ
め  

ち
ゃ
ん

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
八
女
に
移
住
し
て
初
め
て

迎
え
る
こ
の
夏
は
、ぜ
ひ
浴
衣

で
白
壁
の
町
並
み
を
歩
き
た

い
と
思
い
、帯
の
結
び
方
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
帯
一
本
で
も

様
々
な
結
び
方
が
あ
り
、慣
れ

な
い
手
つ
き
で
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
い
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
先
日
、
息
子
へ
と
魚
釣
り
の

お
も
ち
ゃ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
日
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
か
く
言
う
私
も
魚
釣
り

好
き
。
こ
れ
も
遺
伝
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
ぶ
っ
く
る
ん
号
お
披
露
目
式

に
行
き
ま
し
た
。
本
好
き
だ
っ

た
私
。
子
ど
も
の
頃
こ
ん
な
に

か
わ
い
い
図
書
館
が
来
て
い
た

ら
、
ど
ん
な
に
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
。（
Ｋ
・
Ｓ
）




